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特集　まちづくり基本条例ってまちづくり基本条例ってななに？に？２～３頁２～３頁
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まちづくり基本条例っていうのは、自分

たちのまちのことを自分たちで決めて、

考えて実行していくための基本的なき

まりのことね！

まちづくり基本条まちづくり基本条例例
ってなんだろうってなんだろう？？

特 集

ん？難しい言葉だなぁ

おじいちゃん、おばあちゃん、

まちづくり基本条例ってなあに？？

まちづくりってどんなこと

するのかしらね？

すごいことを勉強してるんだな！

わかりやすくいうと、僕たちが暮らしやす

いまちにするための「きまり」をみんなで

決めて、みんなが守るルールにするんだよ。

『まちづくり基本条例』とは、

まちづくりを進めていくうえで

誰がどんな役割を担い、どのよ

うな方法で決めていくのかを文

章にしたもので、自治体におけ

る最高規範に位置付けられる、

いわば　自治体の憲法〝　です。
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特集『まちづくり基本条例』

　これまでも住民参加のまちづくりを目指して取組んできましたが、まちづくり基

本条例を定めることによって、町民の皆さんが主体となって積極的に行政に参加す

るとともに、「町民一人ひとりが夢を育むまち」、「明るく笑顔が広がる安全安

心なまち」、「すべての福祉のために支え合うまち」、「生涯学習を推進し人権

を尊重するまち」、「文化を育み心豊かに暮らすまち」、「のどかな住環境を未

来の子どもに引き継ぐまち」を目指しています。
　次のページでは、安平町まちづくり基本条例（案）に関する意見の再募集と関連

する条例の意見募集についてお知らせをしていますので、ぜひ、皆さんのお声を聞

かせてください。

佳

夏

可

嫁
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ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
は
、

町
民
と
行
政
の
役
割
・
責
務
・
権

利
が
そ
れ
ぞ
れ
明
記
さ
れ
て
い

て
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
が
関

わ
る
こ
と
で
、
行
政
主
体
で
は
な

く
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
ま

ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
、
次
の
内
容
で
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

『まちづくり基本条例』で

定めているものは？
・
情
報
公
開
や
行
政
の
説
明
責
任

・
町
民
参
画
の
権
利
と
責
任
、
住
民
投

　
票
制
度

・
町
民
と
行
政
と
の
協
働
や
連
携

・
総
合
計
画
の
策
定
や
行
財
政
運
営

・
町
民
・
町
長
・
職
員
の
責
務

・
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
必

　
要
な
審
議
機
関
の
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど

　
方
分
権
が
進
み
、
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

の
こ
と
は
、
自
分
た
ち
で
責
任
を
持
ち
、

自
分
た
ち
で
決
め
て
い
く
」
と
い
う
よ
う

に
、
地
方
自
治
体
の
自
立
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
全
国
２
５

２
市
町
村
で
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
町
に
お
い
て
も
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
を
は
っ
き

り
さ
せ
る
た
め
に
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
と

行
政
と
の
情
報
共
有
や
町
政
方
針
を
決

定
す
る
ま
で
の
供
町
民
参
加

僑
と
供
協

働
の
ル
ー
ル
僑
な
ど
を
『
条
例
』
と
い
う

目
に
見
え
る
か
た
ち
で
決
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
れ
ま
で
、
制
定
に
向
け
て
専
門
部
会
で

の
協
議
や
「
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
開
催
、
そ
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

を
設
置
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
つ

く
り
あ
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、
制
定
す
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
、
役
割
分
担
の
も
と

町
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

地安こま

わたしたちのような老夫婦にも暮らし

やすいまちになるといいわね。

みんなが協力して何かをするときは、ルール

が必要だもんね。勉強会でも開こうか。
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１
名
の
方
か
ら
　
件
の
ご
意

１４

見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
主
な

ご
意
見
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
こ
の
他
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
務
課
及
び
健
康
福
祉
課
住
民

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
で
配
布
し

て
い
る
資
料
、
ま
た
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

【
主
な
ご
意
見
】

　
安
平
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条

例
と
は
、
基
本
条
例
本
体
と
関

連
諸
条
例
で
構
成
す
る
「
総
合

型
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
と

い
う
考
え
方
で
行
く
べ
き
と
考

え
ま
す
。

基
本
条
例
本
体
で
は
、
理
念
、

原
則
、
仕
組
み
、
作
動
条
件
な

ど
の
基
本
的
な
事
項
を
記
す
に

と
ど
め
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
別

に
関
連
条
例
を
制
定
し
、
そ
こ

で
具
体
的
な
内
容
を
条
文
化
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
ま
す
。
制

定
す
る
関
連
条
例
は
、
総
合
計

画
条
例
、
財
務
規
律
条
例
、
町

民
参
加
条
例
、
町
民
投
票
条
例
、

政
策
評
価
条
例
、
競
走
入
札
条

可

嫁
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　安平町では、まちづくりの憲法と言われる「安平町まちづくり基本条例」の

策定をまちづくり委員会との協働で行い、町民の皆様にご意見を反映するため、

１月から２月にかけてパブリックコメント手続を実施しましたが、いただきま

したご意見も参考にしながら法制上の基本原則の観点などから条例案に修正

を加えさせていただきましたので、５ページのとおり再度町民の皆様のご意見

を募集します。お気づきの点やご意見をお寄せください。　なお、前回のパブ

リックコメントの意見とそれに係る町の対応につきましては、下記に概要を掲

載しています。

　

　また、まちづくり基本条例に関連する条例案（安平町町民参画推進条例案・

安平町町民自治推進委員会条例案・安平町住民投票条例案・安平町議会基本条

例案）につきましても、併せてご意見を募集いたしますので、お気づきの点や

ご意見をお寄せください。

～皆さんの声をまちづくりに～皆さんの声をまちづくりに　パブリックコメントを実施しまパブリックコメントを実施しますす

安平町まちづくり基本条例（案）
に関する意見の再募集

関連条例（案）　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に関する意見の募集

◆安平町町民参画推進条例（案）

◆安平町町民自治推進委員会条例（案）

◆安平町住民投票条例（案）

◆安平町議会基本条例（案）

1
月
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見

と
回
答
（
概
要
版
）

4

【安平町まちづくり基本条例（案）・安平町住民投票条例（案）に関するお問い合わせ】

　安平町総務課総務グループ（緯影２５１１／胃影２０２６／　　　bunken@town.abira.lg.jp）

【安平町町民参画推進条例（案）・安平町町民自治推進委員会条例（案)に関するお問い合わせ】

　安平町企画財政課企画グループ（緯影２７５１／胃影２０２６／　　　kikaku@town.abira.lg.jp）

【安平町議会基本条例（案）に関するお問い合わせ】

　安平町議会事務局（緯栄２４１１／胃栄３２０３／　　　gikai-soumu@town.abira.lg.jp）

メール

メール

メール

問 合 せ
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例
、
外
郭
団
体
条
例
、
以
上
の

条
例
制
定
に
向
け
て
検
討
さ
れ

ま
す
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。
ま

た
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

制
定
に
伴
い
、
行
政
手
続
条
例
、

情
報
公
開
条
例
、
個
人
情
報
保

護
条
例
、
環
境
基
本
条
例
、
緑

化
条
例
の
精
査
を
要
請
し
ま
す
。

【
回
答
】

　
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
提
言
も
参
考
に
し
な
が
ら
、

法
制
上
の
基
本
原
則
を
も
と
に
、

条
例
案
の
理
念
を
変
え
ず
に
条

文
を
全
体
的
に
簡
潔
に
整
理
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
連

す
る
条
例
等
に
つ
い
て
は
、
町

民
参
画
推
進
条
例
・
町
民
自
治

推
進
委
員
会
条
例
・
住
民
投
票

条
例
を
、
基
本
条
例
と
同
時
提

案
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
そ
の
他
の
関
連
す

る
条
例
等
の
検
討
に
つ
い
て
も

随
時
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

佳

夏
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○意見を募集しようとする資料

　茨安平町まちづくり基本条例（案）

　芋安平町町民参画推進条例（案）

　鰯安平町町民自治推進委員会条例（案）

　允安平町住民投票条例（案）

　印安平町議会基本条例（案）

○意見の提出方法及び場所

　敢～棺の場合

　①備付及び任意書面の場合：総務課総務グループ（早来庁舎）、健康福祉課住民サービスグループ

　　（追分庁舎）まで提出してください。

　　（郵送：〒０５９‐１５９５安平町早来大町９５　安平町役場総務課総務グループ）

　渦ファクシミリの場合：提案書を総務課（胃影２０２６）まで送信してください。

　嘘電子メールの場合：提案書を添付またはメール本文等により総務課へ送信してください。

　　　　　　　　　　　（送信先 bunken@town.abira.lg.jp）

　款の場合　

　①備付及び任意書面の場合：町議会事務局（追分庁舎）、住民生活課住民サービスグループ（早来

　　庁舎）まで提出してください。

　　（郵送：〒０５９‐１９１１安平町追分本町６丁目５４　安平町議会事務局）

　渦ファクシミリの場合：提案書を安平町議会事務局（胃栄３２０３）まで送信してください。

　嘘電子メールの場合：提案書を添付またはメール本文等により町議会事務局へ送信してください。

　　　　　　　　　　　（送信先gikai-soumu@town.abira.lg.jp）

○共通事項　

　　町ホームページの場合：「パブリックコメント」を開いて、その要領にてご意見をお寄せください。

　※正確な意見内容を把握したいため、お電話でのご意見は受付しませんのでご了承ください。

○意見募集期間　

　　１０月７日（月）～１１月６日（水）

○提案対象者　

　　町内に住所を有する高校生以上の方

○意見集約による公表及び意見に対する応答

　①集約した皆様のご意見と町の考え方等を、町ホームページで公表します。

　②総務課、企画財政課、健康福祉課住民サービスグループにおいて、上記と同様に公表します。

　　（安平町議会基本条例については、町議会事務局及び住民生活課住民サービスグループ）

　※必要に応じて、ご提案いただいた町民の皆様個人に対して原則書面において応答並びに町の考え

　方等をご説明します。

○その他

　　ご提案内容について、詳しくお聞きする場合や協議した結果をお知らせする時のため、お名前・

　ご住所・ご連絡先を必ずご記入ください。

葛 実 施 要 領 滑

5

※左記の資料は、町ホームページに意見募集記事とともに掲

載しています。また、資料及び提案書等は総務課（早来庁舎）

及び健康福祉課住民サービスグループ（追分庁舎）に用意し

ていますので、町ホームページをご覧になれない方は、総務課

総務グループまでご連絡ください。郵送などでお届けします。

※議会基本条例案については、町議会事務局（追分庁舎）及び

住民生活課住民サービスグループ（早来庁舎）に用意していま

す。なお、お問い合わせは町議会事務局までお願いします。



6

１　総　　括

（１）人件費の状況(普通会計決算）

（２）職員給与費の状況(普通会計決算）

（３）ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
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蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙

人件費率　B／A

(　)内前年度
人　件　費　B実質収支歳　出　額　A

住民基本台帳　

(２４年度末）
区　分

１８．６７%（１８．７５％）１，３３４，４５０千円１０１，９２５千円７，１４７，５５９千円８，６７３人２４年度

役場職員等の給与実態について
　平成２４年度の役場職員等の給与や手当、勤務状況などについて、「安平町人事行政の運営などの状

況の公表に関する条例」に基づき公表します。詳しくは総務課総務グループ（緯鰻２５１１）までお問い

合せください。紙面の関係上掲載しきれなかった項目は、町ホームーページをご覧ください。

一人当たり給与費　　B／A

（　）内は類似団体２３年度数値

給　　　与　　　費  職員数 

A
区　　分

計　　B期末・勤勉手当職員手当給 料

５，７５９千円（５，６９４千円）８５２，４１５千円２０１，７４０千円９４，６７０千円５５６，００５千円１４８人２４年度

  注）１　職員手当には退職手当は含まれていません。

　　  ２　職員数は、２４年４月１日現在の普通会計から給与を支出する職員数（特別職・再任用職員を含んだ全体数）です。

         ３　給与費支出額においては、すべて支給した手当額の合計です。

注）１　ラスパイレス指数とは、国家公務

　　　員の給与水準を１００とした場合の

　　　地方公務員の給与水準を示す指数

　　　です。

　　２　類似団体とは、安平町と産業構造

　　　等類似団体のラスパイレス指数を

　　　記載したものです。

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況（平成２４年４月１日現在）

 (１）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況

平均給与月額(　)内は国ベース平均給料月額平均年齢区　分

３７１，８１２円（３４５，４１２円）３２２，０６２円４１．８歳安平町一
般
行
政
職

３３９，３２４円（３７６，３３９円）３３２，２３２円４５．４歳北海道

３７２，９０６円（３７２，９０６円）３０４，９４４円４２．８歳国

３５８，４２４円（３４７，４８３円）３１７，２８３円４３．０歳類似団体

　該当者なし技能労務職

注１　「平均給料月額」とは、平成２４年４月１日現

　　在における職員の基本給の平均です。

　 ２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払わ

　　れる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤

　　務手当などのすべての諸手当の額を合計したも

　　のであり、地方公務員給与実態調査において明

　　らかにされているものです。

　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家

　　公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、　

　　特殊勤務手当等の手当が含まれていないことか

　　ら、比較のため国家公務員と同じベースで再計

　　算したものです。

２　一般行政職給料表の状況（平成２５年４月１日現在）
６級５級４級３級２級１級

３２０，６００円２８９，２００円２６１，９００円２２２，９0０円１８５，８００円１３５，６００円１号給の給料月額

４２２，６００円４００，６００円３８８，３００円３５４，７００円３０７，８００円２４３，７００円最高号給の給料月額

注）　給料月額は、給与抑制措置を行う前のものである。

１１０

１０５

１００

９５

（H２３）
９８．４

（H２４）
１０６．５

（H２３）
９５．２

（H２４）
１０２．９

（H２３）
９８．９

（H２４）
１０７．０

（例）

安平町 類似団体 全地方公共団体平均

経験年数区　　　分
２０年１５年１０年

３４９，７００円２９９，４００円２４６，２００円大学卒一　般

行政職 ３１７，１００円２５４，５００円１９１，２００円高校卒

（３）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

国北海道安平町区　　分

１７２，２００円１５９，２８５円１７２，２００円大学卒一　般

行政職 １４０，１００円１２９，５９２円１４０，１００円高校卒

（２）職員の初任給の状況
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４　一般行政職の級別職員数等の状況

（１）一般行政職の級別職員数の状況（平成２５年４月１日現在）

構成比職員数標準的な職務内容区分

１５．７％２２人
課長、室長、事務局長、会計管理者及び参事
の職務

６級

９．９％１４人課長補佐の職務５級

３４．０％４８人
主幹の職務並びに特に高度の知識又は経験を

必要とする業務を行う主査
４級

３０．５％４３人
主査(主査保健師、主査保育士及び主査教諭を

含む。以下同じ。)及びこれらと同等のものと

して町長が認める職務
３級

３．５％５人
特に高度な知識又は経験を必要とする業務を

行う職務
２級

６．４％９人定型的な業務を行う職務１級

５　職員の手当の状況

（１）期末手当・勤勉手当（平成２４年度実績）　　　　　　　 　（２） 退職手当（平成２５年４月１日現在）

 

国北海道安平町

――１，４１４千円１人当たり平均支給額

同左同左２．６０月分期末手当
支給割合

同左同左１．３５月分勤勉手当

同左
役職加算 ５～２０％　
管理職加算１０～２５％

役職加算　　
　 ５～１０％

職制上の段階、職務の
級等による加算措置

国安平町（支給率）
（支給率）勧奨・定年自己都合

自
己
都
合
・
勧
奨
・

定
年
の
各
支
給
月
数

は
左
記
と
同
率
で
す
。

３０．８７月分２３．０３月分勤続２０年

３８．９６月分３２．８３月分勤続２５年

５５．８６月分４６．５５月分勤続３５年

５５．８６月分５５．８６月分最高限度額

定年前早期退職特例措置その他の
加算措置 (２％～２０％加算)

職員一人当たりの平均支給年額支給実績

２３７千円 １４，４７５千円平成２４年度

（５）時間外勤務手当

※１，０００円未満は切り上げしています。

（２） 昇給期間短縮の状況

　　普通昇給期間を短縮して昇給した職員はありません。

（注）１　安平町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（４）特殊勤務手当（平成２５年４月１日現在）

左記の支給単価主な支給対象業務手当の名称

日額　　３００円税の徴収（税外を含む。）の督励に従事した職員。
税務等手当

日額　　７００円滞納処分（税外を含む。）に従事した職員

日額　　３００円精神病患者又は寝たきり老人の移送業務に従事した職員移送業務手当

１回　３，０００円死病人の処理作業に従事した職員死病人処理手当

１日　１，５００円
感染症の防疫等の作業（感染症が発生するおそれがある場合に係る

当該作業を含む。）に従事した職員
感染症防疫等業務

１日　１，０００円畜犬・死亡獣畜等の処理作業に従事した職員畜犬・死亡獣畜等処理手当

１体　１０，０００円火葬業務に従事した職員火葬等業務手当

日額　　５００円家畜の伝染病予防、検査又は消毒業務に従事した職員家畜伝染病処理手当

支　給　職　員
支給実績手当の数

職員全体に対しての割合一人当たり平均支給年額

１３．５％１６，２００円２４１千円７種類２４年度

（３）地域手当（平成２５年４月１日現在）

支給率
支　給　職　員

支給実績
対象地域対象者数一人当たり平均支給年額

３％札幌市１名９２千円９２千円２４年度

６級１２．８％

５級１５級１３３．．５％５％

４級３４級３５５．．１％１％

３級２３級２９９．．１％１％

２級２．７％

１級６．８％

６級１５．７％

５級５級９９．．９％９％

４級３４級３４４．．０％０％

３級３３級３００．．５％５％

２級３．５％

１級６．４％
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（６）その他の手当（平成２５年４月１日現在） 国との

制度比較

支給職員1人当たり

平均支給年額

（２４年度決算）

支給実績

（２４年度決算）
内容及び支給単価手 当 名

国と同じ２０９，３３７１９，８８７

①配偶者　　１３，０００円

②２２歳未満の子及び孫

③６０歳以上の父母及び祖父母

④２２歳未満の弟妹　

⑤重度心身障害者　                  

⑥特定扶養加算　５，０００円

⑦配偶者のない場合、その内１人は１１，０００円

扶養手当

〃２３０，７６９９，０００自ら居住するための住宅を借り受け、月額１２，０００円を超える額を支払ってる職員住居手当

〃６９，９８３４，２６９

①通勤のため自動車その他の交通の用具で規則で定めるものを使用すること

を常例している職員

②通勤のため交通機関等を利用してその運賃等を負担し、かつ、自動車等を

使用することを常例とする職員

自動車等の使用距離

　  ２娃以上 ５娃未満　　月額  ２，０００円

　  ５娃以上１０娃未満　　月額  ４，１００円

　１０娃以上１５娃未満　　月額  ６，５００円

　1５娃以上２０娃未満　　月額  ８，９００円

　２０娃以上２５娃未満　　月額１１，３００円　　

通勤手当

〃９１，５０３９２
民間における賃金、物価及び生計費が特に高い地域に在勤する職員に対して支給する。

月額は、給料及び扶養手当の月額に１００分の３を乗じた額
地域手当

〃２３７，２９５１４，４７５

正規の勤務時間外に勤務することを命ぜられた職員に対して支給

勤務１時間に対して１００分の１２５から１５０までの範囲内で支給
時間外勤務手当

祝日法による休日等及び年末年始の休日等において、正規の勤務時間中に勤

務することを命ぜられた職員に対して１００分の１３５から１６０までの範囲内にお

いて支給　　　　　 
休日勤務手当

〃００
勤務１回につき４，２００円常直的な宿直勤務にあっては、月額２１，０００円（現在、

職員による宿直は行っていません。）
宿日直手当

〃５０６，５３８１９，７５５
課長職・・・月額　６２，３００円     参事職・・・月額　５１，９００円

補佐職・・・月額　３１，７００円
管理職手当

〃１９，４２８２７２

管理職員が臨時又は緊急の必要その他の公務の運営の必要により週休日又は祝

日法による休日等若しくは年末年始の休日等に勤務した場合は、当該職員には

管理職員特別勤務手当を支給する。　勤務１回につき１２，０００円を超えない範囲

内において規則で定める額

管理職員特別

勤務手当

〃１０２，６１６１４，９８２

毎年１０月から翌年２月までの各月の初日において在職する職員のうち規則で

定める職員に支給する。

世帯主で扶養親族のある職員       月額　２６，３８０円

世帯主で扶養親族のない職員       月額　１４，５８０円

その他の職員　                           月額　１０，３４０円

寒冷地手当

〃２０７，２４１１２，０２０
０歳から１５歳未満の子どもを養育しているとき

・３歳未満の子ども１人につき月額１５，０００円

・３歳以上中学生以下の子ども１人につき月額１０，０００円

子ども手当
（児童手当）

・平均支給年額については、該当人数を割り小数点以下は切り捨てしています。

千円 円

※②～⑤までは

      ６，５００円×人数

券
犬
鹸

６　特別職の報酬等の状況（平成２５年４月１日現在）

期末手当給料月額など
２４年度支給割合（参考）類似団体の状況（　）内は減額措置前額

３．９５月分

８０７，５００円最高６６５，０００円

給　料

町　長
３６３，２００円最低（７００，０００円）

６７０，１００円最高５７０，０００円
副町長

３６５，０００円最低（６００，０００円）

―最高５３２，０００円
教育長

―最低（５６０，０００円）

３．９５月分

３６４，０００円最高
２５０，０００円

報　酬

議　長
２２０，０００円最低

２８５，０００円最高
２００，０００円副議長

１６８，１００円最低

２６３，０００円最高
１７６，０００円議　員

１３５，８００円最低

支給時期算定方式

任期毎給与月額×４８３/１００×勤続年数

退職手当

町　長

任期毎給与月額×３０５/１００×勤続年数副町長

任期毎給与月額×２６７/１００×勤続年数教育長
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（２）懲戒処分（１）分限処分
処分人数区　分

人数処分事由処分の種類
0人免　職

０人停　職０人職に必要な適格性の欠如降   任

０人戒　告３人心身の故障休   職

９　職員の分限処分及び懲戒処分（平成２４年度実績）

参加人数　研　　修　　内　　容区　　　　分

３１名胆振町村会主催研修・道市町村研修センター研修・市町村アカデミー主催研修施設研修

 ０名まちづくり基本条例制定に向けたプロジェクト研修（先進地視察研修ほか）グループ研修

１６７名人事評価制度・コミュニケーション能力指導・OJT・部下指導研修職場内研修

１１　研修の状況（平成２４年度実績）

（１）勤務時間　
休憩時間終業時間　始業時間

１２時００分～
１３時００分

１７時１５分   ８時３０分 基本勤務

８　職員の勤務時間その他勤務条件（平成２５年４月１日現在）

（２）休暇
年次有給休暇・病気休暇・特別休暇有休の種類

年間２０日間（繰越可能　限度４０日間）有休の付与日数

主な増減理由
対前年

増減数

職員数（一般職）

２５年２４年

退職不補充による　

参安平町　　１０．９人

類似団体  　１２．２人

△５９５１００
一般行政

部　門普
通
会
計
部
門

参安平町  　 １４．４人

類似団体 　１５．０人

△２２６２８教育部門

02２議会部門

０２２農業委員会

△７１２５１３２小      計

０６6水      道
公
営
企
業
等

     会
計
部
門

０５5下  水  道

０５５そ  の  他

０１６１６小      計

参安平町　　１６．２人△７１４１１４８合      計

（１５７）（１５７）（　）内条例定数

参：参考　人口１，０００人当たり職員数

７　職員数の状況

（１)部門別職員数の状況と主な増減理由 （２)年齢別職員構成の状況（平成２４年４月１日現在）

計
６０歳

以上

５６～

５９歳

５２～

５５歳

４８～

５１歳

４４～

４７歳

４０～

４３歳

３６～

３９歳

３２～

３５歳

２８～

３１歳

２４～

２７歳

２０～

２３歳

２０歳

未満

区
　
分

１４１０１８１２１３１６２８２０１９４６５０

職
員
数（
人
）

　地方公務員法の規定を遵守しています。

　①法令・職務上の命令に従う義務　②信用失墜行為の禁止など
職員服務の基本

　次の場合職員の職務免除が承認されます。

　①研修を受ける②免許の更新など
職務専念義務免除

１０　服務（平成２５年４月１日現在）

試験の状況
採用者数職区分

２次面接1次面接管内共同試験

４名８名１７名２名大卒一般事務職

１３　競争試験及び選考の状況
（平成２４年度実績）

受診状況区　分

　総合健診１００名・一般健診３５名健康診断

１２　福祉及び利益の保護の状況
（平成２４年度実績）

※のべ人数

％

　
～
60　

～
　

５６

５９

　
～
　

５２

５５

　
～
　

４８

５１

　
～
　

４４

４７

　
～
　

４０

４３

　
～
　

３６

３９

　
～
　

３２

３５

　
～
　

２８

３１

　
～
　

２４

２７

　
～
　

２０

２３

　
歳
未
満

２０
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脚．健全化判断比率及び資金不足比率とは

平成２４年度

安平町財政健全化比率及び
資金不足比率の公表
問合せ　企画財政課財政グループ緯影２７５１

客．資金不足比率 経営健全化基準安 平 町公営企業会計名

２０％
－

（－）
簡易水道事業特別会計

２０％
－

（－）
公共下水道事業特別会計

資金不足比率についても、各特別会計

ともに実質収支は黒字であり、資金不

足を生じた公営企業はありません。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

Ⅰ．健全化判断比率

健全化判断比率については、４指標とも

早期健全化基準を下回り、健全な水準と

なっています。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

財政再生基準早期健全化基準安平町４指標

２０％１５％－（－）①実質赤字比率

３０％２０％－（－）②連結実質赤字比率

３５％２５％
１２．２％
（１３．４％）

③実質公債費比率

３５０％
８９．４％

（１１０．６％）
④将来負担比率

（　）内は前年度数値

　平成２４年度決算に基づく健全化判断比

率及び公営企業会計の資金不足比率につ

いて、監査委員の審査を経て、９月定例町

議会に報告しました。「地方公共団体の財

政の健全化に関する法律」第３条第１項及

び第２２条第１項の規定により公表します。

　毎年４月に始まり３月に終わる町の会計年度における歳出は、歳入の範

囲内で行うことが原則であり、歳出に対して歳入が不足し、赤字が生じる

ことは望ましくありません。この赤字を解消するには、翌年度の歳入を充

てる繰上充用や、翌年度に支払を延ばす支払繰延などがあり、実質収支は

赤字となります。赤字額を翌年度において、歳入確保又は歳出削減ができ

なければ、更に赤字額が累積していくことになります。

実質赤字比率
　福祉、教育、まちづくりなどを行う一般会計の
赤字額を町税や地方交付税等の財源の規模と比較
して指標化し、財政運営の悪化の度合いを示す指
標です。

　地方公共団体の会計は、一般会計の他に料金収入等を主な財源として事

業を実施している水道や下水道といった公営企業など複数の会計に分かれ

ています。

　一般会計が黒字でも別の会計に赤字が多くあれば、その団体全体として

見たときの財政状況は良いとは言えません。例えば、水道料金を財源とし

て独立採算で行っている水道事業の赤字額は、その事業の経営努力と料金

収入で解消することが原則ですが、料金収入等で解消できなければ、地方

公共団体としてその赤字に対処しなければならず、一般会計にも大きな影

響を与えかねません。

連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字と黒字を合算して、町全体
の赤字の程度を把握するため、町税や地方交付税
等の財源の規模と比較して指標化し、地方公共団
体全体としての財政運営悪化の度合いを示します。

①実質赤字比率については、一般会計にお

いて１億１９３万円の黒字であり、実質赤字

は生じていないことから該当しません。

②連結実質赤字比率については、国民健康保険事業特別会計ほか二つの公営事業会計で実質赤字は生

じていないうえ、簡易水道事業特別会計ほか一つの公営企業会計においても資金不足は生じていない

ことから、連結実質赤字比率は黒字になっており該当しません。

③実質公債費比率は、前年度の１３．４％から１．２％改善しています。

④将来負担比率については、前年度の１１０．６％から２１．２％改善しており、早期健全化基準の３５０．０％

を大幅に下回っているため問題はありません。
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(1) 実質公債費比率

　前年度と比較すると１．２％減少していますが、改善の要因は、公債費に準ずる債務負担行為の支出

額の減少によるものです。実質公債費比率は、表のとおり年々減少しています。

　実質公債費比率の早期健全化基準は２５％ですが、１８％を超えると各種事業の実施にあたっての借

入金が国の許可を要することから、さらに改善することを目指しています。

　平成１９年度から認められた繰上償還の補償金免除制度の活用や国庫補助事業町負担分の償還金の

繰上償還等で、利子分の削減と併せて実質公債費比率を下げています。

(2) 将来負担比率

　前年度の１１０．６%と比較すると２１．２％改善し８９．４％となりました。早期健全化基準は３５０％であ

ることから、「安全ライン」にあると言えます。平成２４年度は学校給食センター建設などの大型事業

があり、借入金の額は、平成２３年度と比較すると約６千万円増の９億６，１２７万円となっています。

平成２３年度末の借入金残高９９億９８３万円が、平成２４年度末では１００億９，９７９万円と１億８，９９６万

円増えましたが、その借入金には過疎債や合併特例債といった、後年度に交付税措置のある借入が多

く、将来的に交付税措置を受けられる額は、平成２３年度の８７億４，８０６万円より７億１，９７８万円増の

９４億６，７８４万円となります。

　将来負担すべき実質的な負債額は、平成２４年度決算時で約３５億円であり、単年度の標準財政規模

４６億円以内になっています。

　一般会計の借入金や公営企業等ほかの特別会計の借入金に対しての一般

会計から繰り出す経費、また、近隣町との組合により整備したゴミ処理関

係施設に係る負担金なども一般会計の負担となります。こうした借入金、

負担金を合算し、一般財源の標準的な規模と比較して指標化したもので、

この比率が高まるほど、財政の弾力性が低下し、一般会計の資金繰りが危

険な状態になります。

実質公債費比率
　借入金(地方債)の返済額及びこれに準じる額の
大きさを指標化し、資金繰りの程度(危険度)を示
します。

　一般会計が将来支払っていく負債には、町の長期借入金残高のほか、公

営企業など他会計の借入金残高のうち、一般会計が負担するもの、また、

一部事務組合に係る借入金のうち、町の負担分などがあります。こうした

現時点で想定される将来の負担を財政規模と比較して指標化したもので、

この比率が高い場合、財政運営が圧迫されるなど問題が生じる可能性が高

いと言えます。

将来負担比率
　一般会計の借入金や将来支払っていく可能性のあ
る負担等の内、現時点での残高の程度を指標化し、
将来財政を圧迫する可能性の度合いを示します。

　公営企業の経営状況を、公営企業の料金収入に対する資金不足の規模で

表したもので、この比率が高くなるほど、料金収入で資金不足を解消する

のが難しくなります。

資金不足比率
　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模で
ある料金収入の規模と比較して指標化し、経営状
態の悪化の度合いを示す指標です。

虐．算定結果の分析

　実質赤字比率、連結実質赤字比

率及び資金不足比率は、国民健康

保険事業特別会計が赤字となりま

したが、一般会計及び５特別会計

の実質収支は黒字決算となったことから算定できません。

赫

隔

郭

革

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較較

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

閣
閣
閣
閣
閣
閣
閣

　安平町は、市町村合併により合併補助金、交付税の特例、合併特例債や早来地区での過疎債の適用な

ど多くの優遇措置を受けています。しかし、社会情勢は１市町村ではどうしようもないほど変化し、町

の財政にも大きく影響しています。現在は、国の交付金制度や地方交付税の前年度並みの交付などによ

り他の自治体と比べると、比較的安定した財政運営は可能ですが、今後に備えて行政の在り方、事務事

業の見直し、住民との協働体制などを合併の優遇措置が切れるまでに検討していく必要があります。

　　※用語解説
　　１．合併特例債とは、市町村合併後の地域振興や旧地域間の格差是正等のため認められる借入金で、安平町では平
　　　成３２年度まで借り入れることができ、借入の７割が交付税措置されます。
　　２．過疎債とは、過疎地域自立促進特別措置法の指定を受けた過疎地域が、自立促進することで住民福祉の向上や
　　　地域格差を是正するための借入金で、借入の７割が交付税措置されます。

Ｈ２３実質公債費比率Ｈ２４実質公債費比率単年度実質公債費比率

１３．４
（３か年平均）

１５．２平成２１年度

１２．２
（３か年平均）

１３．０平成２２年度

１２．３平成２３年度

１１．３平成２４年度
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広
島
に
行
っ
て
感
じ
た
こ
と

早
来
小
学
校
６
年
　
川
崎
達
也

　
自
己
テ
ー
マ
は「
原
子
爆
弾
に
つ
い
て
」

と「
戦
争
の
怖
さ
を
知
る
」と
し
ま
し
た
。

広
島
に
行
く
日
ま
で
本
や
テ
レ
ビ
で
原
爆

の
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
た
り
、
家
族
で
話

し
合
い
、広
島
に
行
き
ま
し
た
。

　
広
島
に
つ
い
て
ま
ず
「
原
爆

の
子
の
像
」
に
行
っ
て
、
早

来
小
学
校
の
皆
で
作
っ
た
千

羽
鶴
を
納
め
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
も
の
す
ご
く
沢
山
の
千
羽
鶴

が
納
め
ら
れ
て
い
て
日
本
中
の
人
達
が

平
和
を
願
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
原
爆
ド
ー
ム
は
、
テ
レ
ビ
や
写
真
で

見
る
よ
り
も
ひ
ど
く
こ
わ
れ
て
い
て
原

爆
の
威
力
の
す
さ
ま
じ
さ
を
感
じ
、
と
て

も
恐
ろ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
平
和
記
念
式
典
会
場
に
は
、
僕
達
の
よ

う
な
子
ど
も
や
外
国
の
人
達
も
沢
山
来

て
い
て
、
世
界
の
多
く
の
人
々
が
平
和
を

望
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
を
感
じ
ま
し

た
。
特
に
、
子
ど
も
代
表
の
竹
内
君
と
中

森
さ
ん
の
「
平
和
へ
の
誓
い
」
が
印
象
的

で
し
た
。

『
平
和
と
は
安
心
し
て
生
活
で

き
る
こ
と
。

平
和
と
は
み
ん
な
が
幸
せ
を

感
じ
る
こ
と
。

平
和
は
、
私
達
自
ら
が
つ
く
り

だ
す
も
の
。

大
切
な
の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行

動
な
の
で
す
。

さ
あ
一
緒
に
平
和
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

大
切
な
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
た
め
に
。』

　
僕
は
こ
の
平
和
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

一
人
に
な
り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

佳

夏

可
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戦
争
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は

追
分
小
学
校
６
年
　
時
崎
稜
士

　
僕
は
世
界
の
平
和
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
戦
争
は
な
ぜ
起
こ
る
の
か
？
に
つ
い

て
知
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
、
戦
争
の

起
こ
る
理
由
と
い
う
こ
と
を
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
広
島
に
行
き
、
石
碑
や
お
墓

を
見
た
り
、
被
爆
者
や
被
爆
二

世
の
方
々
か
ら
家
族
の
話
や

原
爆
が
落
ち
た
時
の
当
時
の

様
子
な
ど
を
聞
い
て
感
じ
た
の

は
、「
戦
争
っ
て
こ
ん
な
に
恐
か
っ
た
ん

だ
な
～
」「
今
の
日
本
の
時
代
に
生
ま
れ
て

良
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
僕
は
、「
原
爆
は
こ
ん
な
に
恐
ろ
し
い
ん

だ
」「
原
爆
は
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
人
を
苦
し

め
る
も
の
な
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
を
強
く

感
じ
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
も
う
二
度

と
、
落
と
し
た
り
、
作
っ
た
り
し
た
ら
だ

め
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
で

す
。
　
最
後
に
自
分
が
一
番
言
い
た
い
こ
と

は
、
世
界
の
い
く
つ
か
の
国
や
地
域
に
お

い
て
、
い
ま
だ
に
戦
争
を
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
か
ら

見
た
ら
、
あ
ま
り
影
響
は
な

い
の
で
、
世
界
は
平
和
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
世
界
か

ら
み
た
ら
、
ま
だ
ま
だ
平
和
と
は

確
実
に
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
だ
か
ら
、
ま
ず
核
兵
器
を
排
除
し
て
、

外
国
の
人
と
ど
ん
な
こ
と
で
も
い
い
か

ら
交
流
を
深
め
て
い
け
ば
、
も
し
か
し
た

ら
戦
争
が
な
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な

と
思
い
ま
す
。

佳

夏

可

嫁
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加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

　
旧
追
分
町
時
代
か
ら
続
く
広
島

平
和
記
念
式
典
派
遣
事
業
は
今
年

で
　
回
目
。

２５
　
町
内
の
小
中
学
校
を
代
表
し
て

６
名
の
平
和
大
使
が
、
８
月
６
日

に
開
催
さ
れ
た
「
平
成
　
年
度
広

２５

島
平
和
記
念
式
典
」
に
出
席
し
ま

し
た
。

　
安
平
町
平
和
教
育
マ
ス
タ
ー
の

井
森
み
ゆ
き
さ
ん
や
各
学
校
の
児

童
生
徒
た
ち
が
作
成
し
た
千
羽
鶴

の
束
を
託
さ
れ
て
２
泊
３
日
の
広

島
研
修
に
向
か
っ
た
の
は
８
月
５

日
。
　
事
前
学
習
で
は
、
平
和
を
考
え

る
機
会
を
充
実
し
た
も
の
に
し
よ

う
と
、「
平
和
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
か
ら
テ
ー
マ
を
「
世
界
の
平
和

を
つ
く
る
た
め
に
は
」
に
決
定
。

一
人
ひ
と
り
が
課
題
を
考
え
、
自

主
学
習
を
踏
ま
え
て
式
典
に
臨
み

ま
し
た
。

８
月
５
日
　
出
発
の
日

　
朝
７
時
、
追
分
公
民
館
で
行
わ

れ
た
出
発
式
に
お
い
て
千
羽
鶴
を

託
さ
れ
、
広
島
へ
向
か
っ
て
安
平
町

を
出
発
。

　
広
島
に
つ
い
て
か
ら
、
早
速
千

羽
鶴
を
納
め
に
「
平
和
記
念
公
園
」

へ
。
原
爆
の
子
の
像
付
近
に
は
、

国
内
外
各
地
か
ら
送
ら
れ
た
千
羽

鶴
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
原
爆
ド
ー
ム
や
広
島
城
を

見
学
し
ま
し
た
。

８
月
６
日
　
平
和
記
念
式
典

　
朝
か
ら
気
温
が
高
く
、
水
分
補

給
を
し
な
が
ら
の
参
列
。

　
献
花
を
し
た
後
は
、
碑
め
ぐ
り

ガ
イ
ド
の
方
と
合
流
し
記
念
碑
め

ぐ
り
。
戦
争
の
怖
さ
を
語
り
次
ぐ

語
り
部
の
方
か
ら
お
話
を
聞
い
た

ほ
か
、「
平
和
の
鐘
」
を
鳴
ら
し
た

後
、
平
和
記
念
資
料
館
を
見
学
し

た
り
、
夜
は
と
う
ろ
う
流
し
を
し

た
り
と
、
平
和
へ
の
祈
り
を
よ
り

強
く
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

８
月
７
日
　
北
海
道
へ

　
２
泊
３
日
の
研
修
も
い
よ
い
よ

最
終
日
。
北
海
道
へ
帰
る
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
和
記
念
式
典
の
参
列
、
被
爆

者
や
二
世
と
の
出
会
い
、
間
近
で

見
た
原
爆
ド
ー
ム
や
記
念
碑
。
６

名
の
大
使
の
心
に
残
っ
た
も
の
は

…
。
　
帰
町
し
て
か
ら
も
事
後
研
修
が

行
わ
れ
、
安
平
町
平
和
祈
念
式
典

の
報
告
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
６
名
の
平
和
大
使
が
、
広
島
で

感
じ
た
こ
と
、
自
分
が
で
き
る
こ

と
を
ま
と
め
た
作
文
を
紹
介
し
ま

す
。（
紙
面
の
都
合
上
、
文
面
を
割

愛
し
て
い
ま
す
。）

安平町平和大安平町平和大使使　
広島平和記念式典 広島平和記念式典へへ
テーテーママ「世界の平和を作るためには「世界の平和を作るためには」」



13

日
本
は
本
当
に
平
和
だ
と
言
え
る
の
か

追
分
中
学
校
３
年
　
柳
谷
一
輝

　
広
島
平
和
記
念
資
料
館
に
は
、
当
時
の

写
真
や
兵
士
の
服
、
日
用
品
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
と
て
も
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
光
景
が
広
が
っ
て
お
り
、

僕
は
直
視
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
は
戦
争
が
な
い
か

ら
平
和
だ
と
思
う
人
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

近
隣
諸
国
と
の
領
土
問
題

が
あ
る
現
状
な
ど
か
ら
考
え
る

と
、
こ
の
先
日
本
が
今
の
状
況
を
維
持

で
き
る
の
か
正
直
不
安
に
思
い
ま
す
。

　
僕
は
、被
爆
樹
木
と
い
う
も
の
に
関
心
を

持
ち
ま
し
た
。被
爆
し
た
人
々
は
被
爆
し
て

も
立
派
に
立
っ
て
い
る
木
を
見
て
、
勇
気
づ

け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。こ
の
話
を
聴
い
た
時
、

深
く
傷
つ
い
た
人
々
を
勇
気
づ
け
る
な
ん

て
普
通
の
人
に
は
到
底
で
き
な
い
と
思
う

の
で
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
派
遣
を
通
し
て
僕
が
一
番
言
い

た
い
の
は
、
世
界
の
平
和
を
つ
く
る
た
め
に

一
人
一
人
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら

れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
協
力

し
て
平
和
な
世
界
を
つ
く
り

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
僕
達
が

経
験
し
た
こ
と
を
今
だ
け
で

は
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
伝
え
て
い

く
こ
と
が
僕
達
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
聴
い
た
皆
さ
ん
も
現
状
に
満
足
せ
ず
、

戦
争
へ
の
関
心
を
持
ち
、
今
の
日
本
は
平
和

だ
と
言
え
る
、
そ
ん
な
国
を
つ
く
る
た
め
、

今
何
が
で
き
る
の
か
自
分
な
り
に
考
え
て

ほ
し
い
で
す
。

佳

夏

可
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命
の
大
切
さ早

来
中
学
校
２
年
　
佐
藤
大
気

　
広
島
で
は
、
実
際
に
被
爆
し
た
塩
冶
節

子
さ
ん
と
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
が
被

爆
し
た
被
爆
二
世
の
平
原
敦
志
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
塩
冶
さ

ん
が
経
験
し
た
話
で
印
象

的
だ
っ
た
の
は
、
元
気

だ
っ
た
人
で
も
、
急
に
発

熱
し
て
亡
く
な
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と

で
す
。
理
由
は
、
爆
発
し
た
時

に
、
放
射
線
を
あ
び
て
そ
の
影
響
で
発
熱

し
た
そ
う
で
す
。
平
原
さ
ん
の
話
で
印
象

的
だ
っ
た
の
は
「
被
爆
し
た
影
響
で
亡
く

な
っ
て
い
る
人
は
今
で
も
い
る
」
と
い
う

こ
と
と
「
平
和
を
祈
る
像
は
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
し
っ
か
り
と

し
た
意
味
が
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。　

　
被
爆
後
、
被
爆
者
に
対
し
て
の
差
別
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
。
被
爆
者
と
は
接
触
す
る

な
と
か
被
爆
者
と
の
結
婚
は
ダ
メ
と
い
っ

た
こ
と
で
す
。
な
ぜ
何
の
罪
も
な
い
人
が
差

別
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
は

被
爆
者
が
嫌
な
目
で
見
ら
れ
た

り
、
悪
口
を
言
わ
れ
た
り
し

て
心
も
深
く
傷
つ
い
た
と
思

い
ま
す
。

　
現
代
で
も
、
仲
間
は
ず
れ
や

い
じ
め
な
ど
の
差
別
が
あ
り
ま
す
。

い
じ
め
は
最
悪
の
場
合
、
自
殺
に
追
い
込
む

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス
で
も
目
に
し

ま
す
が
、
そ
の
自
殺
が
今
、
ど
ん
ど
ん
増
え

つ
つ
あ
り
ま
す
。
差
別
は
本
当
に
な
く
さ
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

佳

夏

可

嫁
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原
爆
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
ど
ん
な
影

響
が
あ
っ
た
の
か

安
平
小
学
校
６
年
　
立
花
重
人

　
ぼ
く
は
、
放
射
線
の
人
体
へ
の
影
響
や

熱
線
の
温
度
な
ど
を
事
前
に
調
べ
ま
し

た
。
　
そ
し
て
広
島
に
行
っ
て
資

料
館
の
中
の
資
料
を
見
て

み
る
と
、
放
射
線
の
影
響

を
受
け
た
人
の
写
真
が
あ

り
ま
し
た
。そ
れ
を
見
て
放

射
線
の
影
響
が
あ
っ
て
、
す
ぐ

に
亡
く
な
っ
た
人
も
い
ま
し
た
が
、

元
気
に
生
活
し
て
い
て
数
年
後
に
突
然
、

白
血
病
な
ど
の
病
気
に
な
っ
て
亡
く

な
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
放
射
線
は
何
年
も
何
年
も
体
の
中
に

残
っ
て
い
る
事
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
ま

し
た
。

　
安
平
町
へ
帰
っ
て
き
て
、
塩
冶
さ
ん
の

体
験
談
、
原
爆
ド
ー
ム
や
慰
霊
碑
な
ど
を

実
際
に
見
て
感
じ
た
事
、
平
和
記
念
式
典

の
緊
張
感
な
ど
を
し
っ
か
り
町
民
の
人

に
伝
え
た
い
で
す
。

ま
た
、
ぼ
く
は
被
爆
が
わ
ら
や

被
爆
樹
木
な
ど
人
間
以
外

で
も
被
爆
し
て
い
る
事
を

知
り
、
原
爆
は
戦
争
と
関

係
の
な
い
市
民
や
植
物
ま

で
被
爆
さ
せ
て
し
ま
う
も
の

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
ひ
さ
ん
な
出
来
事
を
風
化

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
伝
え
て
い

る
人
が
い
る
事
を
言
い
た
い
で
す
。

　
そ
の
よ
う
な
活
動
は
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。

佳

夏

可
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

世
界
の
平
和
と
千
羽
鶴
に
込
め
ら
れ
た
思

い

遠
浅
小
学
校
６
年
　
坂
井
瀬
南

　
昨
年
、
広
島
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
六

年
生
の
発
表
を
聞
き
、「
私
も
参
加
し
て
、

戦
争
の
悲
惨
さ
、
平
和
へ
の
願
い

を
伝
え
た
い
」
そ
う
思
っ
た

の
が
、今
回
参
加
し
た
理
由

で
す
。

　
私
は
、
広
島
で
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
ま
し
た
。
広
島
の
空
気

は
ず
っ
し
り
と
し
て
い
て
、
重
た

か
っ
た
で
す
。

　
世
界
の
平
和
を
つ
く
る
た
め
に
、
私
が

大
人
に
な
る
ま
で
で
き
る
こ
と
は
何
だ

ろ
う
と
考
え
た
時
、
学
ん
だ
こ
と
を
伝
え

て
い
く
た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
に
話
す

こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
感
じ
た
こ
と
、

思
っ
た
こ
と
を
例
え
ば
私
が
十
人
の
友

達
に
伝
え
、
そ
の
友
達
が
さ
ら
に
十
人
に

伝
え
る
と
、
百
人
に
伝
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
伝
え
て
い
く
こ
と
は
す
ご
く
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。

　
広
島
で
は
、
実
際
に
被
爆
し

た
塩
冶
さ
ん
や
、
お
父
さ

ん
・
お
母
さ
ん
が
被
爆
し
た

被
爆
二
世
の
平
原
さ
ん
の

よ
う
に
、
被
爆
体
験
を
語
っ

て
く
だ
さ
っ
た
り
、
碑
め
ぐ
り

の
案
内
を
し
、
み
ん
な
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
し
て
い
る
方
々
も
い
ま
す
。
私

た
ち
も
、
原
爆
や
戦
争
に
つ
い
て
話
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
人
の
手
に
よ
っ
て
お
こ
っ
た
こ
と
は
、
人
の
力

で
変
え
ら
れ
る
と
信
じ
行
動
し
た
い
で
す
。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

平
和
へ
の
誓
い
　
新
た
に

　
８
月
　
日
　
町
民
セ
ン
タ
ー
で

３１

安
平
町
平
和
祈
念
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
瀧
町
長
は
式
辞
に
お
い
て
、
平

和
憲
法
を
順
守
し
、
戦
争
も
な
く

核
兵
器
や
放
射
能
に
驚
か
さ
れ
な

い
安
全
な
地
域
社
会
を
目
指
し
全

力
で
取
組
む
」
と
話
し
、
参
列
し

た
お
よ
そ
１
０
０
名
の
来
賓
や
遺

族
と
と
も
に
白
菊
を
献
花
し
ま
し

た
。
　
式
典
の
最
後
は
、
広
島
記
念
式

典
に
参
列
し
た
平
和
大
使
を
代
表

し
、
佐
藤
大
気
君
に
よ
り
『
核
兵

器
廃
絶
平
和
の
町
』
が
読
み
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
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９９
月
の
で
き

月
の
で
き
ごご
とと

之
乃
屋
が
麦
チ
ェ
ン

　
安
平
町
内
で
も
６
割
が
生
産
さ

れ
て
い
る
小
麦
「
き
た
ほ
な
み
」

１
０
０
％
を
使
っ
た
う
ど
ん
が
完

成
。
手
打
ち
う
ど
ん
店
「
之
乃
屋
」

が
店
頭
で
の
提
供
を
開
始
。

９
月
　
日
、
関
係
者
な
ど
を
招
き

１１

行
わ
れ
た
試
食
会
で
「
改
良
を
重

ね
、
１
年
か
け
て
や
っ
と
皆
さ
ん

に
提
供
で
き
る
も
の
が
で
き
た
。」

と
あ
い
さ
つ
し
、
讃
岐
う
ど
ん
の

食
感
を
残
し
た
い
た
め
の
苦
労
を

語
り
ま
し
た
。

　
冷
た
い
も
の
、
温
か
い
も
の
、

ど
ち
ら
も
美
味
し
く
高
評
価
で
、

ま
す
ま
す
地
産
地
消
へ
の
意
欲
が

高
ま
り
そ
う
で
す
。　

特
救
隊
　
野
営
で
訓
練
実
施

　
胆
振
東
部
消
防
組
合
特
別
救
助

隊
が
安
平
支
署
を
拠
点
に
、
９
月

　
日
か
ら
　
日
と
　
日
か
ら
　
日

１０

１１

１２

１３

に
１
班
ず
つ
野
営
訓
練
を
実
施
。

同
組
合
で
は
、
東
日
本
大
震
災
時

の
緊
急
救
助
隊
と
し
て
職
員
を
派

遣
、
そ
の
教
訓
と
経
験
を
生
か
す

た
め
に
も
昨
年
度
か
ら
取
組
ん
で

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
を
想

定
し
た
夜
間
の
救
出
訓
練
や
道
路

寸
断
を
想
定
し
た
移
動
訓
練
は
、

日
中
の
救
助
よ
り
も
注
意
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
安
平
町
ま
ち
・
あ
い
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
　
ラ
ピ
ア
」
オ
ー
プ
ン

　
９
月
２
日
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

バ
ス
待
合
所
を
兼
ね
た
ラ
ピ
ア
が

オ
ー
プ
ン
。
式
典
で
瀧
町
長
は
、

「
街
中
に
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す

き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
待
ち
時
間
、
買

物
の
拠
点
や
休
憩
、
お
友
達
と
の

お
し
ゃ
べ
り
の
場
な
ど
、
に
利
用

で
き
ま
す
。

（
※
利
用
団
体
の
登
録
は
、
企
画
財

政
課
（
緯
影
2
7
5
1
）、
ま
た
は
ラ

ピ
ア
へ
。（
緯
影
2
7
3
３
））

　
は
や
き
た
子
ど
も
園
の
す
て
っ

ぷ
組
の
園
児
た
ち
が
「
安
平
町
を

よ
く
知
ろ
う
」
と
早
来
市
街
地
に

あ
る
商
店
や
銀
行
な
ど
を
見
学
し

な
が
ら
回
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

実
施
。

　
９
月
　
日
に
は
、
役
場
早
来
庁

１２

舎
を
見
学
し
ま
し
た
。
見
学
中
に

は
、「
な
ん
の
お
仕
事
し
て
い
る

の
？
」
と
質
問
を
す
る
場
面
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
見
学
を
終
え
た
後
は
ス
タ
ン
プ

を
貰
っ
た
園
児
は
ご
満
悦
で
、
最

後
は
庁
舎
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影

も
行
い
ま
し
た
。　

役
場
は
何
を
す
る
と
こ

ろ
？

　
９
月
　
日
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

１５

進
会
場
（
早
来
新
栄
）
で
第
　
回
３０

北
海
道
肉
用
牛
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
例
年
開
催
し
て
い
る
十
勝
管
内

の
会
場
が
改
修
中
の
た
め
、
安
平

町
で
は
初
め
て
の
開
催
。

　
生
産
者
の
愛
情
を
沢
山
受
け
成

長
し
た
肉
牛
１
５
０
頭
が
道
内
各

地
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
出
品
さ
れ
た
肉
牛
で

は
、
有
限
会
社
 中
道
農
場
の
「
ひ

さ
ま
る
号
」
が
第
８
部
門
黒
毛
和

種
父
系
群
で
一
等
一
席
を
獲
得
し

ま
し
た
。

北
海
道
肉
用
牛
共
進
会

写真は写真は、、中道農場中道農場がが第７部門に第７部門に出出
品した黒毛和種品した黒毛和種経経産産「れな「れな号号」」
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―第８回安平町小中学校陸上記録会―
９月２１日（早来中学校陸上競技場）

　町内の小中学生９０名が参加した陸上記録会では、８つの大会記録

が誕生しました。本大会における最優秀賞受賞者は、下表のとおり

です。

女　子男　子学年

池本　美空　（早小）五十嵐　青哉（遠小）小学１年

德家　　葵　（早小）髙原　　陸　（追小）　　２年

吉本　裕香　（早小）岸川　　求　（遠小）　　３年

工藤　和奏　（追小）浜田　　塁　（追小）　　４年

澤井　智里　（遠小）種田　智己　（追小）　　５年

田代　奈々　（遠小）佐藤　瑠信　（早小）　　６年

土屋　瑠奈　（早中）柳谷　一輝　（追中）中学生

　スポーツの秋。

　保育園の運動会やプールフェスティバル、

陸上記録会が開催されました。

　町内の子どもたちの頑張っている姿・友

だちと仲良く楽しんでいるを紹介します♪

追分保育園
嬉

幾

岐

忌

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

希
希
希
希
希

希
希
希
希
希
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滑
こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ
（
緯
影
２
５
１
１
）
ま
で

禦禦あびら 回顧あびら　回顧録録禦禦
～昭和４６年１０月編
できごと　テレビ「８時だﾖ！全員集合」が視聴率５０％／沖縄返還協定調印／環境庁発足　
世　　相　Tシャツとジーパンスタイル定着／爆弾事件続発
　  歌　　 知床旅情（加藤登紀子）／１７才（南　沙織）／翼をください（赤い鳥）
テ レ ビ　時代劇忠臣蔵／野生の王国／仮面ライダー／天才バカボン　
映　　画　戦争と人間第二部／屋根の上のバイオリン弾き／男はつらいよ 寅次郎恋歌

↑町が主催の「敬老会」。この年７５歳以上の方は１５０

名で人口の３％未満でした。ちなみに現在は追分地区全

体の２０％となっています。

↓５種目の公認を受けたばかりの追分中学校陸上競技場において、

女子４００メートルリレーの全道記録が誕生しました。

昭和４６年１０月広報おいわけ

同年９月末人口　５，７２７人（男２，８０１人／女２，９２６人）

昭和４６年１０月広報はやきた　

　　同年９月末人口　６，６０９人（男３，２８７人／女３，３２２人）

↑早来町PTA連合会が開催され、１３０名の会員

が集りました。子の育て方、親の育て方について

熱心な討議が行われました。

←当時掲載されていた４コマ漫画です。寒くなるこ

れからの季節、同じような光景が見られるご家庭

があるかもしれませんね。
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早
来
庁
舎
住
民
生
活
課
住
民

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
保
健
師
の
編

田
で
す
。

　
業
務
の
内
容
は
、
高
齢
者
の
支

援
等
を
行
う
安
平
町
地
域
包
括
早

来
相
談
セ
ン
タ
ー
業
務
、
介
護
認

定
の
申
請
を
さ
れ
た
方
の
訪
問
調

査
や
介
護
予
防
事
業
を
主
に
担
当

し
、
妊
娠
届
出
時
の
母
子
手
帳
交

付
、
乳
幼
児
、
成
人
保
健
、
福
祉
、

医
療
、
介
護
等
の
窓
口
相
談
・
支

援
に
つ
い
て
、
健
康
福
祉
課
担
当

者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。

　
私
こ
と
、
毎
年
冬
に
な
る
と
一

度
は
転
倒
し
、
体
力
的
な
ダ
メ
ー

ジ
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
必
要
を

感
じ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
先
日
は
、
東
大
雪
の
道
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
し
旧
国
鉄
士
幌
線

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
梁
群
を

見
な
が
ら
雨
上
が
り
の
森
林
の
中

を
歩
く
機
会
が
あ
り
、
と
て
も
気

持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
と
お
話
を
し
な
が
ら
健

康
・
体
力
づ
く
り
を
お
手
伝
い
で

き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
私
の
主
な
業
務
で
あ

る
「
安
平
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
町
内
に
２
か

所
設
置
さ
れ
て
る
こ
と
を
ご
存
知

で
す
か
？

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　
こ
れ
は
平
成
　
年
介
護
保
険
法

１８

の
改
正
時
に
各
市
町
村
で
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
介
護
に
関
す
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
が
安
心
し

て
住
み
慣
れ
た
安
平
町
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
介
護
が

必
要
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

地
域
の
社
会
資
源
（
老
人
ク
ラ
ブ

参
加
や
運
動
教
室
・
プ
ー
ル
利
用

等
）
を
活
用
し
て
自
立
生
活
の
支

援
と
皆
さ
ん
の
悩
み
や
心
配
事

（
介
護
・
健
康
・
医
療
・
福
祉
等
）

の
全
体
を
見
通
し
て
対
応
し
高
齢

者
や
家
族
を
支
援
す
る
機
関
で
す
。

こ
ん
な
業
務
を
し
て
い
ま
す

①
総
合
相
談
・
支
援

　
高
齢
者
や
家
族
、
近
隣
に
暮
ら

す
方
の
相
談
に
応
じ
て
、
介
護
保

険
や
福
祉
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
制
度
や

地
域
の
資
源
を
活

用
し
て
総
合
的
な

支
援
を
行
い
ま
す

の
で
、介
護
・
健
康
・

福
祉
・
医
療
な
ど
何
で
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

②
予
防
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

茨
支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
方
や
自
立
し
て
い
る

方
な
ど
は
、
町
が
主
催
す
る
介
護

予
防
事
業
が
利
用
で
き
、
自
分
ら

し
く
自
立
し
て
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
ま
す
。

　
支
援
や
介
護
が
必
要
と
な
る
可

能
性
の
あ
る
方
に
は
、
介
護
を
必

要
と
す
る
原
因
や
予
防
方
法
を
学

び
、
元
気
な
う
ち
か
ら
実
践
・
予

防
す
る
取
組
み
の
「
元
気
ピ
ン
ピ

ン
教
室
」、
自
立
し
て
い
る
方
に
は

体
力
・
筋
力
を
つ
け
る
た
め
の
「
足

腰
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
教
室
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
生
涯
自
分
の
足
で
歩
き
続
け
る

た
め
、
外
に
出
か
け
る
機
会
と
し

て
も
ぜ
ひ
教
室
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
教
室
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
や
相
談
は
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

芋
介
護
認
定
の
結
果
、要
支
援
１
、

２
の
方
に
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
・

支
援
計
画
」
を
作
成
し
、
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

③
権
利
擁
護
事
業
・
高
齢
者
虐
待

防
止
の
支
援

　
近
年
、
被
害
に
遭
わ
れ
る
方
が

増
え
て
い
る
悪
質
な
訪
問
販
売
や

消
費
者
被
害
防
止
、
虐
待
の
早
期

発
見
・
防
止
の
ほ
か
、
認
知
症
の

方
の
成
年
後
見
制
度
の
相
談
や
財

産
管
理
な
ど
の
相
談
支
援
、
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
皆

さ
ん
が
持
つ
様
々
な
権
利
を
守
る

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

④
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
へ
の
支

援　
介
護
サ
ー
ビ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介
護

支
援
専
門
員
）
さ
ん
か
ら
の
相
談

を
受
け
、
助
言
・
地
域
の
中
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
♪

　
介
護
保
険
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

健
康
等
に
関
す
る
こ
と
を
ど
こ
に

相
談
し
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と

聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、

ど
ん
な
運
動
教
室
が
あ
る
の
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
が
、

ど
う
す
れ
は
良
い
の
か
。
認
知
症

の
親
の
対
応
に
つ
い
て
等
困
っ
た

時
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
ぜ
ひ
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち

こ
ん
に
ち
はは

保
健
師
で

保
健
師
で
すす

問
合
せ

安
平
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
　
　
　
　
  緯
栄
４
５
５
５

早
来
相
談
セ
ン
タ
ー緯

影
２
９
４
０

abirachoudtpki2
テキストボックス
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旧富岡小学校の利活用に伴旧富岡小学校の利活用に伴うう
　　　民間事業者等の募集について

　安平町では平成２４年３月に閉校となった旧富岡小学校の校舎等を有効に利活用し、地域の振興発展が

期待できる事業を展開するために、校舎等の利活用に意欲のある民間事業者等を募集しています。

土地概要

学校用地地目

北海道勇払郡安平町早来富岡２２４番１地番

２０,８５３愛（グラウンド含む）地積

市街化調整区域区域区分

施設概要

新耐震建築年月延床面積階数構造施設名称

昭和５４年３月１,０３８愛２階建ＲＣ造校舎

昭和４８年３月５７愛平屋建ＣＢ造教員住宅Ａ

○平成３年１２月６８愛平屋建木造教員住宅Ｂ

○平成３年１２月６８愛平屋建木造教員住宅Ｃ

昭和５０年１１月５７愛平屋建ＣＢ造教員住宅Ｄ

○平成１３年１０月９３愛平屋建木造教員住宅Ｅ

昭和４８年１２月８２愛２階建ＣＢ造教員住宅Ｆ

■
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　（
法
人
・
任
意
団
体
・
個
人
を
問
 

　
い
ま
せ
ん
）

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

　
当
す
る
方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　
陰
税
に
滞
納
が
あ
る
こ
と

　
隠
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

　
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に

　
規
定
す
る
暴
力
団
の
構
成
員
等
、

　
及
び
構
成
員
等
が
所
属
す
る
法

　
人
や
任
意
団
体

　
韻
宗
教
活
動
、
政
治
活
動
を
行

　
う
利
用

　
吋
公
の
秩
序
に
反
す
る
お
そ
れ

　
の
あ
る
用
途
で
の
利
用

■
利
用
対
象
施
設

　
校
舎
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
旧
教
員

　
住
宅

　
※
敷
地
内
の
屋
内
運
動
場
は
利

　
活
用
公
募
対
象
外
の
施
設
で
す
。

■
立
地
場
所
及
び
留
意
事
項

　
陰
当
該
地
は
、「
市
街
化
調
整
区

　
域
」で
あ
り
、
都
市
計
画
法
上
、

　
建
築
行
為
等
の
制
限
が
あ
り
ま

　
す
。

　
　
た
だ
し
、
一
定
の
条
件
の
も

　
と
で
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
隠
本
物
件
は
、
災
害
時
に
お
け

　
る
避
難
所
・
避
難
場
所
に
指
定

　
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
韻
本
物
件
は
、
緊
急
時
に
お
け

　
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
離
着
陸
場
所

　
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
吋
本
物
件
に
設
置
さ
れ
て
い
る

　
門
柱
・
記
念
碑
・
立
木
等
は
現

　
状
の
ま
ま
と
す
る
こ
と
。

■
提
出
書
類
・
募
集
期
間
等

　
応
募
申
請
書
、
事
業
計
画
書
等

　
※
企
画
財
政
課
企
画
グ
ル
ー
プ

　（
早
来
庁
舎
）、
健
康
福
祉
課
住

　
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
（
追
分

　
庁
舎
）
に
備
付
け
。
町
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
平
成
　
年
３
月
　
日（
月
）ま
で

２６

３１

　
持
参
も
し
く
は
郵
送

　
　条件等の募集詳細については、町ホー

ムページ（http://www.town.abira.lg.jp/）

をご覧いただくか、下記までお問合せく

ださい。

問合せ　企画財政課企画グループ　　　

　　　　察鰻2751

提
出
方
法

募
集
期
間

提
出
書
類
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インフルエンザの予防接種が実施されます
　インフルエンザは普通の風邪と同じように喉の痛みや鼻水、咳などの症状も見られますが、３８度以上

の発熱や頭痛、関節痛、筋肉痛など全身症状が現れ重症化します。

　これからの流行が予測される季節に向けて、発病予防や重症化予防に有効とされる予防接種が始まり

ますが、その接種の判断は、あくまでもご本人の意思と責任で接種を希望する場合のみ実施しますので、

受診前に配布される説明書や医師の説明をよくお聞きのうえ接種してください。

　なお、町では次の方を対象に予防接種料金の助成事業を実施します。

助 成 額対象者

接種日現在の年齢 全額（年齢要件に合わせた助成）半額（※注）

・身体障害者手帳の１級２級の該当者（３級は一部のみ該当）
・介護保険法第８条第２４項に定める介護保険（福祉）施設入所者
・じん臓機能障害者、特定疾患者等通院交通費の助成要件の者
・障害者自立支援法による自立支援医療を受けている者、または
障害福祉サービス事業を行う施設に通所する者
・生活保護世帯の方
（対象者でも医療機関では接種料金の半額は支払ってください）

全　員
（接種料金の２分の１）

６５歳以上

次の要件の身体障害者１級該当者のみ（全額助成対象者となります）

・心臓機能障害・じん臓機能障害・呼吸器機能障害・ヒト免疫不全ウィルスによる免疫

機能障害者（対象者でも医療機関では一旦全額を支払ってください）

６０歳～６４歳

※注）町外の医療機関で接種した場合は、町内の助成最高額が限度額となりますのでご注意ください。

【助成期間】　平成２５年１０月１日から平成２５年１２月３１日までに接種したものに限ります。

助成申請の必要の有無
接種方法実施医療機関

全額対象者半額対象者

申請必要

・領収書

・印鑑
・全額助成の要件
を確認できるもの
（身体障害者手帳、
療育手帳、受給者証
など）

申請不要
・６５歳以上の方が医療機
関の窓口でお支払いいた
だくのは接種料金半額の
みとなります
・年齢確認、住所確認のた
め、医療機関に健康保険証
などをお持ちください。

事前手続き不要
ただし、事前に医療機関の実
施日や時間帯の確認をお勧
めします。

医療法人　同和会

追分菊池病院（察浦２５３１）

医療法人社団　廣仁会

追分診療所 （察浦３７１０）

医療法人社団  誠医会

早来医院　（察鰻３８００）

医療法人社団

畑山医院　（察鰻２２５０）

町
内

申請必要

（申請方法は町内の全額対象者と同じです）

事前手続き必要
接種を受ける前に必ず役場か
ら接種依頼書の交付を受けて
ください。
（接種医療機関名を明らかに
して、印鑑をお持ちください）

その他の医療機関町
外

※町外接種の方及び全額助成対象者は平成２６年３月末までに申請手続きを行ってください。

インフルエンザ予防接種を受けるための注意事項

陰接種する際、重篤な急性疾患にかかっていたり、明らかに発熱がある人は接種できません。

隠接種する前に医師の問診を受けた結果、接種は不適当と医師が判断した場合は接種できません。

韻過去に予防接種をした際に体調に異常があった方やアレルギー体質の方、妊娠の可能性がある方など、

体調に不安のある方は接種の前に必ず医師にご相談ください。

吋接種後は医師の指示に従い、接種した場所を清潔に保ち激しい運動や大量の飲酒は避けてください。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

手続き・申請　健康福祉課健康推進グループ（追分庁舎）・住民生活課住民サービスグループ（早来庁舎）

問合せ　   健康福祉課健康推進グループ緯栄２４２５
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１０月２１日（月）～２７日（日）は秋の行政相談週間
　全国に配置されている行政相談委員が、行政相談所を開設し地域住民からの相談を受

付・処理します。また、合同行政相談懇談会では、行政相談委員が、自治会・商工会等

地域の各種団体の代表者との意見交換、苦情や意見・要望を受け付けます。

　安平町では、次のとおり開催します。

相談員・参加予定機関など場所日時相談会など

総務省行政相談委員

追分地区　平野秀樹

ぬくもりセンター

多目的情報会議室

１０月２１日（月）

１０時～１５時

１日合同行政相談所開設 【相談内容】年金（国民・厚生等・各種遺族年金）、税金、借金（多重債務）・サラ金

等、健康保険、道路・河川、登記、社会福祉、各種行政サービスほか

行政評価局、室蘭開発建設部苫小牧道路

事務所、室蘭建設管理部苫小牧出張所、

苫小牧警察署、JR追分駅、NTT東日本、

早来雪だるま郵便局、胆振東部消防組合

安平支署、道立追分高等学校、安平町小

中学校長会、安平・厚真行政事務組合・

安平町

町民センター３階

中集会室

１０月２３日（水）

１３時３０分～

第４７回合同行政相談懇談会

北海道弁護士会連合会

 邨山  達哉 弁護士（むらやま法律事務所）
むらやま たつや

町民センター２階

会議室

１０月２４日（木）

１７時～２０時
全道一斉すずらん無料法律

相談会

【相談内容】離婚、相続、交通事故、不動産、消費者問題など

無料・秘密厳守・予約不要　地区別開催ではなく、安平町１日合同行政相談所
として開設しますので、お気軽にご相談ください。

史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
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～
「
て
い
あ
ん
く
ん
」
か
ら
～

ご
意
見
　
①
せ
い
こ
ド
ー
ム
行
き
の

バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
ド
ー
ム

に
自
転
車
を
設
置
し
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
町
に
行
く
人
も

お
り
ま
す
。
実
現
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

②
午
前
中
１
本
と
午
後
１
本
と
増
便

し
て
く
だ
さ
い
。
せ
い
こ
ド
ー
ム
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
な
ら
、
増
便
で

き
る
と
町
民
と
し
て
は
考
え
ま
す
。

厚
真
バ
ス
を
運
行
さ
せ
る
か
せ
い
こ

ド
ー
ム
バ
ス
を
増
便
す
る
か
、　

月
１０

広
報
に
返
答
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

③
も
う
一
度
、
提
案
し
ま
す
。
せ
い

こ
ド
ー
ム
バ
ス
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

行
く
と
き
は
良
い
で
す
が
、
帰
る
時

間
が
あ
り
ま
す
。
財
政
厳
し
い
の
は

分
か
り
ま
す
が
、
時
間
見
直
し
て
く

だ
さ
い
。（
９
月
提
案
・
匿
名
）

回
　
答
　
い
つ
も
せ
い
こ
ド
ー
ム
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
せ
い
こ
ド
ー
ム
バ
ス
は
、
せ
い
こ

ド
ー
ム
利
用
者
が
乗
車
利
用
で
き
る

バ
ス
の
こ
と
で
す
が
、
当
バ
ス
運
行

に
あ
た
っ
て
は
、
安
平
・
遠
浅
プ
ー

ル
の
廃
止
に
あ
わ
せ
た
代
替
策
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
、
せ
い
こ
ド
ー
ム

利
用
促
進
を
目
的
に
運
行
し
て
い
る

バ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

提
案
い
た
だ
い
た
「
せ
い
こ
ド
ー
ム
」

へ
の
自
転
車
設
置
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
せ
い
こ
ド
ー
ム
バ
ス
の
運

行
時
刻
や
運
行
本
数
に
つ
い
て
は
、

【
町
内
公
共
交
通
機
関
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
 企
画
財
政
課
緯
影
２
７
５
１

ご
意
見
　
早
来
駅
の
出
口
が
道
路
脇

の
草
で
見
に
く
く
危
険

（
９
月
提
案
・
匿
名
）

回
　
答
　
ご
指
摘
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
９
月
　
日
の
午
後
に
除
草

13

作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ

（
緯
鰻
２
５
１
４
）

千
葉
県
在
住
の
方
よ
り
以
下
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
意
見
　【
雪
だ
る
ま
と
特
別
住
民

の
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
】

ニ
ュ
ー
ス
で
拝
見
し
ま
し
た
。
雪
だ

る
ま
特
別
住
民
の
ア
イ
デ
ア
素
晴
ら

し
い
で
す
。
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
自

分
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
へ
投
稿
し
ま

し
た
。
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
貴
町

へ
来
訪
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い

ま
す
。

お答え
します

－相談料無料－　【要予約】　予約電話番号緯０１４４‐３１‐４７５０　

法律問題でお困りの方はぜひご相談を。
※十分な相談時間を確保するため、可能な限り事前に相談内容をご連絡ください。
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プ
ー
ル
の
利
用
時
間
（
滞
在
時
間
）

等
を
勘
案
し
設
定
し
て
お
り
、
増
便

等
の
変
更
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
お
困
り
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的

に
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
の
で
、

教
育
委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
民
間
バ
ス
会
社
の
運
行
本
数
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
民
間
バ
ス
会
社
と

協
議
は
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、
現
状

の
乗
車
実
態
で
は
増
便
は
難
し
く
、

町
内
で
運
行
さ
れ
て
い
る
民
間
バ
ス
、

鉄
道
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
民
間
タ
ク

シ
ー
な
ど
様
々
な
交
通
機
関
を
組
み

合
わ
せ
た
利
用
の
検
討
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

【
せ
い
こ
ド
ー
ム
バ
ス
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
 教
育
委
員
会
緯
栄
２
０
８
３

　
住
民
提
案
意
見
箱
（
て
い
あ
ん
く

ん
）
に
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
た

く
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
言
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
無
記
名
・
匿
名
に
よ
る
、
ご
意
見

な
ど
に
対
す
る
町
の
回
答
や
考
え
方

は
広
報
あ
び
ら
で
紹
介
し
て
い
ま
す

の
で
、
回
答
の
内
容
が
ご
意
見
の
主

旨
に
そ
ぐ
わ
な
い
場
合
は
、
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

猿
て
い
あ
ん
く
ん
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
は
、
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ

（
緯

２
５
１
１
）
ま
で

安平・厚真行政事務組合のページ

お知らお知らせせ
旧袋をごみステーションに出せる

期間が間もなく終了します！

　６月まで販売していた旧袋の「もやせるごみ」「もやせないごみ」「生ごみ」につ

いては、１１月１日（金）以降は、ごみステーションに出すことはできません。

※資源回収袋（透明）は、引き続き使用できます。

閣１０月２９日（火）で終了

閣１０月１９日（土）で終了

閣１０月３１日（木）で終了

旧袋の使用期限

もやせるごみ

生ごみ

もやせないごみ

※旧袋が余った場合は、自己搬入や自宅

で活用しましょう。

せん定枝について

せん定枝は、コルクボードなどにリサイクルされます。

その中に、草やとうもろこし、菊の幹などが混ざるとリサイクルができなくなるため、せん

定枝をステーションに出す場合は、木以外のものは混ぜないでください。

※１１月までは毎週月曜日・木曜日に収集します。１２月から３月は、もえるごみの袋で縛

り、「もえるごみ」として火曜日に出してください。（詳しくは『分別ガイドブック』をご確認

ください。

問合せ　安平・厚真行政事務組合緯影３１５１・住民生活課緯影２９４０

平成２５年度住宅・土地統計調査

ご協力ありがとうございます

　この調査は、平成２５年１０

月１日を基準として、全国

から３５０万世帯を抽出し実

施しており、安平町でも約

２００世帯が調査対象として

選ばれています。調査対象となった方につき

ましては、お忙しいところご協力ありがとう

ございます。

　なお、調査結果は国、道又は町における住

宅建設計画やさまざまなまちづくり施策な

どを決めるための重要な基礎資料として利

用されます。

総務省統計局・北海道・安平町
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国民年金からのお知らせ

保険料は２０歳から６０歳になるまでの
４０年間納めます

国民年金国民年金にに

加入する方加入する方へへ

ここここここここここここここここ んんんんんんんんんんんんんんんん なななななななななななななななな とととととととととととととととと きききききききききききききききき はははははははははははははははは 届届届届届届届届届届届届届届届届 出出出出出出出出出出出出出出出出こ ん な と き は 届 出 ををををををををををををををををを

納納納納納納納納納納納納納納納納 めめめめめめめめめめめめめめめめ 方方方方方方方方方方方方方方方方 いいいいいいいいいいいいいいいい ろろろろろろろろろろろろろろろろ いいいいいいいいいいいいいいいい納 め 方 い ろ い ろろろろろろろろろろろろろろろろろ

自営業の方

（第１号被保険者）

変更後の種別届出先こんなとき

第２号被保険者勤務先会社員になった

第３号被保険者配偶者の勤務先会社員と結婚し、扶養されるようになった虞

会社員の方

（第２号被保険者）

変更後の種別届出先こんなとき

第１号被保険者役場退職した

第２号被保険者新しい勤務先退職し、すぐに再就職した

第３号被保険者配偶者の勤務先会社員と結婚し、扶養されるようになった

虞

会社員に扶養されている方

（第３号被保険者）
変更後の種別届出先こんなとき

第１号被保険者役場年収が１３０万円以上になった

第１号被保険者役場配偶者が退職して自営業等になった

第２号被保険者勤務先会社員になった

虞

平成２５年度の国民年金保険料は　月額１５，０４０円です

納付書（現金）で納付（各種金融機関、コンビニなど）

口座振替、クレジットカード、インターネット等による電子納付（手続きが必要です。）

まとめ払いをすると、割引が適用されます

付
加
保
険
料
を
納
め
る

　
付
加
保
険
料
額
は
、
月
額
４
０

０
円
で
す
。

　
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

際
に
、
あ
わ
せ
て
付
加
保
険
料
を

納
め
る
と
、
年
金
を
受
給
す
る
と

き
に
上
乗
せ
の
付
加
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
制
度
で
納
め
る

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
期
間

が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
方
と
比
べ
、
　

歳
か
ら
受
け

６５

ら
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
け
取

り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保

険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
を
増
額
す
る
た
め
に
、
　１０

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
古
い
月

分
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。

任
意
加
入
制
度
で
納
め
る

　
老
齢
基
礎
年
金
（
　
歳
か
ら
受

６５

給
）
は
、　

歳
か
ら
　
歳
に
な
る

２０

６０

ま
で
の
　
年
間
保
険
料
を
納
め
な

４０

け
れ
ば
、
満
額
の
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済

期
間
が
　
年
間
に
満
た
な
い
場
合

４０

は
、　

歳
か
ら
　
歳
ま
で
の
間
も

６０

６５

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に

近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け

る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付
済
期

間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
等
が
原

則
と
し
て
　
年
以
上
必
要
と
な
り

２５

ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
い
場
合
は
、
　

歳
に
な
る
ま

７０

で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

将
来
受
け
取
る
年
金
額
を

増
や
し
た
い
方
は
…

『ねんきんネット』サービスでは、

国民年金や厚生年金などの年金加入記録が

確認できます。

　

　役場国民年金窓口でも確認できます。

問合せ

住民生活課住民サービスグループ緯影２９４０

ねんきんネット 検索
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担当課・係内容対象相談日事業名

各

種

相

談

企画総務課主査

（保健推進）

保健、医療、福祉などの相談

受付、サービスの情報提供
地域住民

毎週月～金曜日

随時受付
総合保健相談

同上

（医療薬務・地域医療）

医療に関する相談、苦情受付

担当機関の紹介
地域住民

毎週月～金曜日

随時受付
医療相談

健康推進課主査

（子育て支援・相談）

妊娠、出産、子育てに関する
こと、性感染症、思春期や更
年期の心や身体の変化に伴う
不適応についてなど、女性の
ライフサイクルに対応

地域住民

（定期相談）

毎月１９日

要予約
女性の健康相談

（随時相談）

毎週月～金曜日

同課精神保健福祉

係及び主査

（子育て支援・相談）

こころの病気・思春期の不適

応（不登校やひきこもりなど）

について、専門医や保健師な

どによる相談

※定期相談は、精神科医師又は保

健師が対応します。

※随時相談は、保健師が電話、来

所に対応します。

地域住民

偶数月　第１木曜日

奇数月　第１火曜日

要予約

（定期相談）

精神保健相談こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

地域住民

偶数月　第２月曜日

奇数月　第２木曜日

要予約

（定期相談）

思春期精神保健相談

地域住民随時受付随時相談

内容対象
検査日

予約の有無

検査名

所要時間

費用　原則無料（健康診断等は有料）

方法　問診及び採血

内容　ＨＢｓ抗原及びＨＣＶ抗体検査

※結果により二次検査実施。感染者には医療機関を

紹介します。

希望者

１０/８、１１/５、１２/１０、

１/１４、２/４、３/４

要予約

肝炎ウイルス検査

所要時間：約９０分各
種
検
査
（
担
当
課
　
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係
）

費用　無料

方法　問診及び採血

条件　１８歳以上５４歳以下

　　　男性４５茜以上／女性４０茜以上の方

※療養中また服薬中の方はドナー登録ができません。

希望者

時間　１３時～１４時

１０/８・２２、１１/５・１９、

１２/１０・２５、１/１４・２８、

２/４・１８、３/４・１８

要予約

骨髄バンク登録

所要時間：１５～３０分

費用　無料

方法　問診及び採血

内容　ＨＴＬＶ-１抗体検査

※結果は２０日後

これまでに

抗体検査を

受けていな

い方

時間　９時～１１時３０分

１０/８、１１/５、１２/１０、

１/１４、２/４、３/４

要予約（検査日の２日前まで）

ＨＴＬＶ－１抗体検査

所要時間：約３０分

費用　無料

方法　問診及び採血

内容　匿名によるＨＩＶ抗体検査（即日）

※結果により２次検査実施

申込み専用電話０１４４営７４７４

希望者

１０/８・９・２２、１１/５・６・１９

１２/１０・１１・２５、１/１４・１５・２８

２/４・５・１８、３/４・５・１８

要予約（検査日の１６時まで受付）

ＨＩＶ抗体検査

（エイズ相談）

所要時間：検査告知ま

で約９０分

詳細はお問い合わせください。

問合せ　北海道胆振総合振興局保健環境部苫小牧地域保健室

　　　　（苫小牧保健所）緯０１１‐３４‐４１６８

　　　　（苫小牧市若草町２丁目２‐２１）

平成２ ５年度（１０～３月分）

苫小牧保健所事業のお知らせ
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平
成
　
年
度
に
小
学
校
へ
入
学

２６

さ
れ
る
方
の
健
康
診
断
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
保
護
者
の
方

ま
た
は
保
護
者
に
代
わ
る
方
が
お

付
き
添
い
の
う
え
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
対
象
者
の
ご
家
庭
に
は
、

　
月
４
日
に
案
内
文
書
を
郵
送
し

１０て
い
ま
す
が
、　

月
中
旬
ま
で
に

１０

お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
は
、
下

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
平
成
　
年
度
就
学
予
定
者
（
平

２６

成
　
年
４
月
２
日
～
平
成
　
年
４

１９

２０

月
１
日
に
生
ま
れ
た
方
）

日
程
・
受
診
会
場

・
早
来
地
区
　
　
月
　
日
（
水
）

１０

２３

　
会
場
　
早
来
小
学
校
（
右
記
対

象
者
の
う
ち
安
平
小
学
校
・
遠
浅

小
学
校
・
早
来
小
学
校
就
学
予
定

者
）

・
追
分
地
区
　
　
月
　
日
（
木
）

１０

２４

　
会
場
　
追
分
小
学
校
（
右
記
対

象
者
の
う
ち
追
分
小
学
校
就
学
予

定
者
）

※
指
定
さ
れ
た
日
程
・
受
診
会
場

で
受
診
で
き
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

時
間
（
両
会
場
同
じ
）

受
付
　
　
時
～
　
時
　
分

１３

１３

１５

　
　
　
　
　
※
　
時
終
了
予
定

１６

内
容
　
視
力
検
査
、
聴
力
検
査
、

知
能
検
査
、
身
長
・
体
重
計
測
、

内
科
検
診
、
歯
科
検
診

問
合
せ

教
育
委
員
会
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
緯
栄
２
０
８
３

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
家
庭
で
生

活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
を
自
分

の
家
庭
に
迎
え
入
れ
養
育
す
る
の

が
「
里
親
制
度
」
で
す
。

　
養
育
に
適
し
た
環
境
に
住
ま
わ

れ
、
子
ど
も
へ
の
理
解
と
愛
情
・

養
育
に
対
す
る
熱
意
の
あ
る
方
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
里
親
に
な
り
た
い
方
、
制
度
や

要
件
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

室
蘭
児
童
相
談
所

　
　
　
緯
０
１
４
３
瑛
４
１
５
２

教
育
委
員
会
子
育
て
支
援
グ
ル
ー

プ
　
　
　
　
　
　
緯
浦
２
０
８
３

平
成
　
年
度
就
学
予
定
児
童
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「
就
学
時
健
康
診
断
」

お
知
ら
せ

里
親
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　
次
の
と
お
り
、
子
宮
が
ん
検
診

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
受
診
を
希

望
さ
れ
る
方
は
期
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

検
診
料
金
・
免
除
要
件

　
左
表
の
と
お
り

　
　
※
自
己
負
担
額
は
当
日
徴
収

検
診
日
　

　
　
　
月
　
日
（
金
）

１１

２９

会
場
・
時
間

・
保
健
セ
ン
タ
ー
　
８
時
　
分
～

３０

・
ぬ
く
も
り
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
　
分
～

１２

３０

申
込
期
限

　
　
　
月
　
日
（
月
）

１０

２８

そ
の
他
　
左
表
の
免
除
要
件
①
か

ら
④
に
該
当
す
る
方
は
、
当
日
受

給
者
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
み
電
話

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
グ

ル
ー
プ
　
　
察
浦
２
４
２
５

※
お
申
込
み
は
電
話
で
受
付
け
ま

す
。
お
電
話
の
お
か
け
間
違
い
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

検　診　料　金

自己負担額年齢要件検診項目

１，０００円　
２０歳以上の女性

子宮がん検診

２００円　経膣超音波検診

注）平成２４年度受診者は、今回受診することがで
きません（クーポン券を使用した場合は除く）。

　免除の要件　　　

陰安平町重度心身障害者及びひとり親家庭などの

医療受給資格をお持ちの方

隠特定疾患医療受給者証をお持ちの方

韻自立支援医療受給者証をお持ちの方

吋障害福祉サービスのうち、就労支援を受けてい

る方（福祉サービス受給者証）

右検診当日において満７０歳以上の方

宇生活保護法による被保護世帯の方

烏平成２５年度町民税非課税世帯の方

※陰から吋に該当する方は受給者証が必要

子
宮
が
ん
検
診
を

実
施
し
ま
す

北海道最低賃金が改定されます
　　最低賃金額　　　時間額　７４３円

　　効力発生年月日　平成２５年１０月１８日

　北海道内の事業者及びその事業場で働くすべて

の労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト等）

に適用されます。

厚生労働省・北海道労働局・労働基準監督署

問合せ　苫小牧労働基準監督署緯０１４４‐３３‐７３９６

貸金業に関する苦情・相談は

専用フリーダイヤルをご利用ください

　北海道では、フリーダイヤルを設置し、貸金

業に関する苦情や相談を受け付けています。

　　　　毎週月・金（祝祭日を除く）

　　　　１０時～１２時／１３時～１６時

フリーダイヤル０１２０‐１‐７８３７２
北海道環境生活部消費者安全化課
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広
告
欄

広
告
欄

　
お
子
さ
ん
と
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
が
一
緒
に
楽
し
め
る
運
動
教

室
を
行
い
ま
す
。
明
る
く
楽
し
い

運
動
指
導
士
の
先
生
と
一
緒
に
、

体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
血
管
年
齢
や
自
律
神
経
測
定
も

で
き
ま
す
の
で
、
日
ご
ろ
の
健
康

の
振
り
返
り
や
お
子
さ
ん
と
の
ふ

れ
あ
い
の
時
間
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
程
　
　
月
　
日
（
日
）

１０

２７

　
　
　
　
　
９
時
～
　
時
頃
予
定

１２

受
　
付
　
９
時
～
９
時
　
分
３０

場
　
所
　
早
来
町
民
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
親
子
運
動
教
室
・
講
話

※
希
望
者
は
、
血
管
年
齢
・
自
律

神
経
測
定
も
行
え
ま
す
。

対
　
象
　
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
保
護
者
の
方
（
お
子
さ
ん
の

お
兄
ち
ゃ
ん
・
お
姉
ち
ゃ
ん
も
大

歓
迎
で
す
）

※
託
児
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

申
込
期
限
　
　
月
　
日
（
水
）

１０

２３

問
合
せ
　
健
康
福
祉
課
健
康
推
進

グ
ル
ー
プ
　
　
　
察
浦
２
４
２
５

ほ
っ
と
ぬ
く
も
り
健
康
倶
楽
部

+
F
a
m
i
l
y

親
子
ジ
ャ
ン
プ
☆
ア
ッ
プ
教
室

　
　
～
元
気
な
親
子
集
ま
れ
～

幼児フッ化物塗布のお知らせ
　次のとおりフッ化物塗布を行います。下記日程

表から都合の良い日時を選び、必ず予約をしてく

ださい。

日程・時間・会場

※各受付時間の定員になり次第その受付時間の

予約は終了します。

対　　象　満１歳～就学前の児

　　（１歳未満でも歯が８本以上生えていれば可）

申込期間　１０月７日（月）～２９日（火）

持 ち 物　母子健康手帳、お子さんの歯ブラシ、　

　　フェイスタオル

問合せ・申込み　

　　健康福祉課健康推進グループ察浦２４２５

受付時間会場実施日

１３：３０～１４：００

１４：００～１４：３０

１４：３０～１５：００

１５：００～１５：３０

（定員　各２０名）

ぬくもりセンター

１１月６日（水）

　　  ７日（木）

  ９：００～   ９：３０

  ９：３０～ １０：００

１０：００～１０：３０

１０：３０～１１：００

１３：３０～１４：００

１４：００～１５：００

（定員　各２０名）

１５：００～１５：３０

（定員　　２５名）

保健センター１１月１５日（金）

　　苫小牧調停協会からのお知らせ
　次のとおり無料調停相談会を開催します。

　交通事故、公害、土地建物、金銭、離婚、遺産相続の

問題などでお困りの方はお気軽にご相談ください。

と　き　１０月１６日（水）　１０時～１８時

ところ　苫小牧市民活動センター

            （苫小牧市若草町３丁目３‐８）

問合せ　苫小牧調停協会緯０１４４‐３２‐３２９５

　　　　（札幌地方裁判所苫小牧支部）

東胆振精神保健協会主催

『心のアート展２０１３』
　精神的な病気や障がいを抱えた方が、制作した作品を

展示します。

（第１回目）

と　き　１０月１９日（土）・２０日（日）９時～１９時

ところ　イオンモール苫小牧１階ウエストコート内

（第２回目）

と　き　１１月５日（火）～８日（金）９時～１８時

ところ　苫小牧信用金庫本店２階フロア

　２０１３東胆振精神保健大会
～心にふれるひととき～をテーマに東胆振精神保健大会

を開催します。

と　き　１１月1６日（土）１３時～

ところ　苫小牧市民会館小ホール

内　容　東胆振精神保健事業功労者感謝状贈呈、「心の

　　　　アート展２０１３」表彰式・アトラクション、講演

申込み・問合せ　東胆振精神保健協会事務局

　　　　　　　　緯０１４４‐３４‐４１６８（苫小牧保健所内）

申込不要

入場無料
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苫苫小牧夜間休日急病セ小牧夜間休日急病センンターター（苫小牧市旭町２丁目）緯営０００１
○科目　内科、小児科

○診療時間　平日：１９時～翌朝７時　土曜：１４時～翌朝７時

　　　　　   日曜・祝日、年末年始（12/３１～1/３）：９時～翌朝7時

　　　　苫小牧市医師会休日当番実施医療機関　（診療時間９時～１７時）
（外科）１０月（内科）１０月

緯嬰１２２１新中野町３同樹会苫小牧病院１３日緯演５１４１北光町２稲 岡 内 科 小 児 科１３日

緯餌３８５５木場町２江夏泌尿器科医院１４日緯営２１２５緑町２加藤胃腸科内科クリニック１４日

緯演７０００矢代町２苫 小 牧 日 翔 病 院２０日緯影８０１１泉町２
滝上循環器科内科

クリニック
２０日

緯餌７８１５元中野町３三上外科整形外科２７日緯影８６８６双葉町１いまい内科クリニック２７日

（外科） １１月（内科）１１月

緯演３１５１見山町１勤医協苫小牧病院３日緯駅８８１１明野新町５苫 小 牧 東 病 院３日

緯謁０４５５明野新町２
苫小牧泌尿器科

循環器内科
４日緯餌１０５０住吉町１

とまこまいこども
クリニック

４日

緯嬰１２２１新中野町３同樹会苫小牧病院１０日緯焔００１１川沿町４横山内科消化器科１０日

HTBデータ放HTBデータ放送送１０月のトピックス１０月のトピックス

　町では、北海道テレビ株式会社（HTB)と連携し、デジタル

テレビのデータ放送を通じて、町からのお知らせやイベント、

身近な情報を配信中です。安平町の旬の話題をご覧ください。
※インターネットに接続すると、より詳しい情報を観ることができます。

問合せ　総務課情報グループ緯鰻２５１１

１０月のトピックス

第６回どんぐりまつり開催

インフルエンザ予防接種助成を行います

特産品を紹介します

ラピアからのお知らせ

※テレビのチャンネルをHTBに合わせ、ｄボタンを押し、

データ放送画面からご覧ください。

次回の更新は１０月２０日

　実車「D５１‐３２０号機」の圧縮空気による自力走行の公開、現役さながら

の迫力ある汽笛を鳴らします！

　「D５１‐２４１号機」（１/４スケール）の車両走行公開、「C６２‐１号機」（１/１０

スケール）の乗車走行も行います。ぜひ、ご来館ください。

安平町鉄道資料館臨時会館のお知らせ

栄光の蒸気機関車が走ります！

日　時  １０月１４日（祝）　１３時～１５時

場　所  安平町鉄道資料館

協　力　安平町追分SL保存協力会

問合せ　安平町教育委員会緯浦２０８３

　当日は、SLの汽笛が非常に大きな音で鳴ります。近隣

住民の皆さんにはご理解とご協力をお願いします。

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉

※会館時間内に限り、SL走行と汽笛を鳴らします。

～定時チャイム放送時間変更のお知らせ～

　各小学校において児童の帰宅時間が統一されたことにより、１０月から2月の定時チャイム放送時

間が次のとおり変更となりましたのでお知らせします。皆様のご理解とご協力をお願いします。

定時チャイム放送時間（全ての放送設備）　１０月～2月　１６時
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善
　
意

（
８
月
　
日
～
９
月
　
日
受
付
分
）

２２

２０

町
へ

指
定
寄
付
　

追
分
公
民
館
図
書
購
入
用
図
書

カ
ー
ド
（
札
幌
更
生
保
護
女
性
連

盟
E
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
お
礼
）

・
追
分
更
生
保
護
女
性
会

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

・
追
分
陶
芸
ク
ラ
ブ

・
追
分
更
生
保
護
女
性
会

広
報
あ
び
ら
９
月
号
点
訳
　
　

・
安
平
町
点
訳
赤
十
字
奉
仕
団

富
門
華
会
へ

篤
志
寄
付

・
遠
浅
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル

ママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママママチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
８，６７９人(－２０)総人口

４，２８３人(－１３)　 男 性

４，３９６人(－７)　 女 性

４，２４６世帯(－２２)世帯数

〈平成２５年９月３０日現在〉

交通事故死
ゼロ運動

　平成２５年９月３０日現在 １，０６１日

ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

吉
澤
憲
太
（
追
分
若
草
）

木
戸
紀
子
（
追
分
若
草
）

河
野
義
大
（
早
来
北
進
）

南
　

真
弓
（
早
来
北
進
）

　
公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・

公
営
住
宅
・
特
公
賃
住
宅
・
町町

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は

営
住
宅
の
入
居
者
募
集
は
、、
笑
顔
笑
顔

（
ス
マ
イ
ル
）

（
ス
マ
イ
ル
）
をを
ご
覧
く
だ
さ
い

ご
覧
く
だ
さ
い
。。

□町広報配布日は次のとおりです。

　広報笑顔（スマイル）１０月号は２１日（月）、

広報あびら１１月号は５日（火）が配布日となりま

す。

　安平町ホームページでもご覧いただけます。

総務課情報グループ緯鰻２５１１

次回町広報配布日次回町広報配布日はは

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

谷
村
 夏
煌
 

な

つ

き

　
　
９
／
４
（
男
・
敬
志
）追
分
若
草

川
口
 英
大
 　
　
 

え

い

た

　
　
９
／
８
（
男
・
将
太
）遠
浅

藤
森
 彩
希
 

さ

き

　
　
９
／
　
（
女
・
章
晃
）追
分
本
町

２４

行政相談委員にご相談ください

　年金、税金、登記、窓口サービスなど、役所の業務

についての苦情、要望、意見をお聞きします。

　相談は無料秘密は厳守します。

　口頭・お電話・お手紙で行政相談委員にお申し出く

ださい。　

【追分地区】　平野秀樹 氏（緯／胃栄２７７４）

【早来地区】　水野　佐 氏（緯影３５１８／胃影３５２７）

佳

夏

可

嫁

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

現在、町税・道税の「滞納対策強化月間」中です！
　
広
報
あ
び
ら
９
月
号
で
お

伝
え
し
た
と
お
り
、　

月
は

１０

町
税
・
道
税
の
滞
納
対
策
強

化
月
間
で
す
。
北
海
道
と
各

市
町
村
は
協
働
し
て
、
全
道

一
斉
に
徴
収
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
納
税
が
滞
っ

て
い
る
方
に
は
、
税
務
職
員

が
お
電
話
や
ご
自
宅
・
職
場

ま
で
の
訪
問
に
よ
り
納
税
交

渉
を
行
っ
て
い
ま
す
。

未
納
が
続
く
場
合
に
は
…

　
町
税
等
を
未
納
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
、
財
産
調
査
等

の
上
、
差
押
え
等
の
滞
納
処

分
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
未

納
が
続
く
と
有
効
期
限
の
短

い
「
短
期
証
」
の
交
付
や
医

療
費
を
一
度
全
額（
　
割
）支

１０

払
う
こ
と
が
必
要
に
な
る

「
資
格
証
」
に
切
り
替
え
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
な
る
前
に
、
皆

さ
ん
の
自
主
的
な
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

相
談
・
問
合
せ
　
税
務
課
税

務
グ
ル
ー
プ
緯
影
２
５
１
３

町税等を納期限内に納めることが困難な方の相談
を受け付けています。分割納付を行う場合は基本的
に年度内（３月末日）までの分割としています。

納税相談

納期限を過ぎても町税等の納付がない方に対し、督
促状・催告書を送付、また電話催告、自宅訪問、勤
務先訪問を行っています。

納税催告

滞納者の財産について、官公署（土地・家屋）、金
融機関（預貯金）、保険会社（生命保険）等に対し
調査を行っています。

財産調査

滞納者の給与を差押えるため、勤務先に対し給与の
調査を行っています。

給与調査

不動産や預貯金、生命保険、給与などを差押えます。
また、家宅捜索を行い家財等の動産を差押えするこ
ともあります。なお、差押えた財産については、生
命保険については強制解約後、動産・不動産につい
ては公売後に未納税に充当されます。

差押処分

・給与差押 ７件・所得税還付金差押５１件・不動産差
押 ２件・預貯金差押 １件・家宅捜索による動産差押  ３
件・自動車税還付金差押 ２件・その他債権差押 １件

９月１３日まで

に行った滞納

処分件数

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

山
田
　　  ゑ
子
　８
／
　
  
規
追
分
緑
が
丘

２９

小
西
正
則
　
８
／
　
  幾
遠
浅

３０

嶋
田
　

武
 ８
／
　
  輝
早
来
北
町

３１

井
口
道
江
 ９
／
１
  紀
早
来
大
町

金
久
保
義
男
　９
／
３
  　　　　　早
来
栄
町

吉
田
章
子
 ９
／
８
  棋
早
来
富
岡

佐
藤
フ
ヂ
ヱ
　９
／
　
  
起
追
分
旭

１１

（１０２）

検索安平町ホームページ
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元元気気にに
 大大ききくく
  なな～～れ！れ！

発
　行
　
安
平
町
　
企
画
編
集
／
総
務
課
情
報
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　衣
０
５
９－

１
５
９
５

　
　
　
　勇
払
郡
安
平
町
早
来
大
町
　
番
地（
緯
0
1
4
5
鰻
2
5
1
1
）

９５
　
  

編
 集
 後
 記

　

　
一
気
に
気
温
が
下
が
り
、
吐

く
息
が
白
く
な
る
日
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。
気
温
の

変
化
か
ら
体
調
に
は
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　
「
旬
の
も
の
を
食
べ
る
と
寿

命
が
伸
び
る
」
な
ど
と
聞
き
ま

す
。
旬
の
食
材
を
食
べ
、
適
度

な
運
動
で
体
を
動
か
し
、
健
康

な
体
作
り
を
し
な
が
ら
秋
を
楽

し
む
の
も
良
い
で
す
ね
。

　
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
去
る

秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
（
K
）

倉宗 純也 くんと
じゅんや

　　お母さんの恵さん
　　　　　　（早来大町）

　
日
の
入
り
が
早
く
な
り
ま
し

た
。
9
月
末
ま
で
夕
方
５
時
に

流
れ
て
い
た
チ
ャ
イ
ム
は
、　10

月
か
ら
は
夕
方
４
時
に
流
れ
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守

る
た
め
に
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、　

月
で
す
ね
。
秋
の

１０

夜
長
は
読
書
で
も
し
て
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

私
は
と
い
う
と
、
も
っ
ぱ
ら
冷

え
と
凝
り
の
対
策
に
お
風
呂
を

優
先
。
凝
り
固
ま
っ
た
体
を
ほ

ぐ
す
の
に
毎
日
悪
戦
苦
闘
し
て

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
 （
K
）

※広報紙に掲載した写真を無料で提供していますので、ご希望

の方は総務課情報グループ（緯鰻２５１１）へご連絡ください。

なお、第三者の方へは提供できませんので、ご了承ください。

中村 咲希 ちゃん
さ き

　　お母さんの美幸さん
　　　　　　　　　（遠浅）

三橋 若菜 ちゃん
わ か な

　　お母さんの啓子さん
　　　　　　　（追分本町）




